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今週のキーワード

多機能バイオセンサー
AI・ナノ融合で精密医療と環境監視を革新

30
件

総記事数

5
カ国

対象国

99.6
%

不整脈検出精度

0.005
ng/mL

AFM1検出感度

今週の全30記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
Dexcom OTC
CGM小児承認

新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

DexcomのOTC CGMが2歳以上小児向けにFDA承認。
インスリン非使用患者の血糖管理アクセスを劇的に向
上。

#02
デジタルバイオマーカ
ー技術融合

解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ウェアラブル、AI、遠隔医療の融合がデジタルバイオ
マーカー開発を加速。創薬から臨床まで医療プロセス
を革新。

#03
CRISPR水質センサー
開発

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

CRISPR/Casと紙ベースマイクロ流体、AIを統合し、
河川水中のAMR遺伝子やPFASをリアルタイム検出す
るスマートセンサー開発。

#04
次世代バイオニックセ
ンサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

合成生物学、ナノマテリアル、AIを統合した次世代バ
イオニックセンサーが精密医療とリアルタイムモニタ
リングを革新。

#05
多項目ウェアラブルセ
ンサー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーがグルコー
スに加え、代謝・ホルモン・炎症マーカーの連続モニ
タリングへ進化。

#06
ナノザイム・アプタセ
ンサー

技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ナノザイム・アプタセンサーが臨床診断、食品安全、
環境モニタリングを迅速化。AI統合で性能向上に期待
。

#07
術後モニタリングパッ
チ

臨床試験
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

City of Hopeが術中・術後の酸素、CO、グルコース
、炎症マーカーを非侵襲モニタリングするウェアラブ
ルパッチの臨床試験開始。

#08
弾性基板ナノマテリア
ル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

弾性基板とナノマテリアルがシームレスな生体インタ
ーフェースを実現。ウェアラブル・埋め込み型センサ
ーの連続モニタリングを革新。

#09
スマートウォッチ加齢
予測

学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Garminスマートウォッチデータが生物学的加齢速度
を予測。ウェアラブルデバイスが非侵襲的な脆弱性指
標を提供。

#10
Grapheal
PFASセンサー

製品紹介
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Grapheal社がグラフェンベースのPFASTシステムを
発表。水中のPFASを迅速・超微量検出、環境モニタ
リングを加速。

#11
臓器オンチップ電気化
学S

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

臓器オンチップへの電気化学センサー統合が薬物開発
と精密医療を革新。リアルタイム、ラベルフリー、高
感度モニタリングを実現。

#12 臓器チップ創薬接近 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

臓器チップが高スループット、AI統合で創薬パイプラ
インに接近。ヒト疾患モデルの精度向上と開発効率化
に貢献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13
AIオルガノイド精密医
療

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

AIとオルガノイドプラットフォームが精密医療を推進
。バイオセンサー統合で生理学的パラメータを連続モ
ニタリングしデジタルツインを更新。

#14
ハイブリッドPK/PDモ
デル

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

デジタルバイオマーカーとリモートモニタリング、ハ
イブリッドPK/PDモデルが創薬・臨床に深層的洞察を
提供。

#15
多項目ウェアラブルセ
ンサー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーがグルコー
スを超え、代謝、ホルモン、炎症マーカーの連続モニ
タリングへ。

#16
AI駆動型バイオセンサ
ー

学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

バイオセンサーはAI駆動型センシングへ進化。非侵襲
体液から生理学的マーカーを収集し、POC診断を強化
。

#17 ナノセンサー農業環境 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ナノセンサー・ナノバイオセンサーが農業と環境モニ
タリングを革新。高感度・迅速診断で汚染物質を識別
。

#18
オルガノイド連続モニ
タ

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

マイクロ流体プラットフォーム設計を再考。センサー
、イメージング、計算統合でオルガノイドオンチップ
の連続モニタリングを強化。

#19 プラズモン大腸菌検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

プラズモンスプーン型バイオセンサーが大腸菌をPOC
で迅速検出。食品安全や公衆衛生分野での活用に期待
。

#20
非侵襲SERSメラノー
マ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

非侵襲SERS免疫センシングがメラノーマモニタリン
グを革新。マイクロニードルと衛星構造ナノザイムを
統合。

#21 光ファイバー多重検出 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

光ファイバーセンサーがマルチアナライト生化学検出
で進歩。高感度、低検出限界、リアルタイム検出で多
重ガスモニタリングに期待。

#22
高感度SPR尿中グルコ
ース

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
多層SPRバイオセンサーが尿中グルコース検出感度を
大幅向上。非侵襲糖尿病診断、早期がん検出に期待。

#23 牛乳AFM1プラズモンS 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

新規プラズモンセンサーが牛乳中のアフラトキシンM
1を0.005
ng/mLで検出。食品安全モニタリングを強化。

#24
ループス遠隔モニタリ
ング

臨床研究
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

マサチューセッツ大学がループス患者向けRPM「PILL
ARプロジェクト」開始。ウェアラブルとAIで症状・
バイオマーカーを追跡。

#25
ロシュCGM米国承認期
待

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
ロシュが糖尿病ケアに注力し事業拡大。Accu-Chek
Smartguide CGMの米国FDA承認に期待。

#26 閉ループ涙腺センサー 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ARPA-H資金提供COSMICチームが閉ループ涙腺バイ
オセンサーシステムを開発。リアルタイム薬剤送達と
モニタリングを統合。

#27
非侵襲血糖モニタリン
グ

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

非侵襲血糖モニタリングの未来。汗、唾液、涙液中の
グルコースを検出する高感度バイオセンサー開発が進
展。

#28 AIウェアラブル動向 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

2026年7月のデジタルヘルス動向。AIウェアラブルが
ホルモン変化をモニタリング、柔軟パッチが心臓不整
脈を99.6%精度で検出。

#29 Clair Healthホルモン 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Clair Healthが1160万ドル調達。非侵襲ホルモン連続
モニタリング用ウェアラブルを開発、女性の健康管理
を革新。

#30 CGM導入HbA1c改善 学術論文
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

プライマリケア医によるCGM導入が1型糖尿病患者の
HbA1c改善と入院削減に寄与することをコホート研究
が証明。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ あなたの会社の材料技術は、次世代バイオセンサーの基盤となるか？
弾性基板やナノマテリアル（グラフェン、金ナノ粒子など）は、ウェアラブル・埋め込み型センサーの生体適合性、感度
、柔軟性を飛躍的に向上させています（#08）。日本の材料メーカーは、これらの高機能材料開発で世界をリードできる
か、あるいは海外技術に依存するのか、戦略的な判断が求められます。

❷ 創薬・医療機器開発部門は、AIと臓器チップ・オルガノイドの融合に追随できているか？
AIとバイオセンサーを統合した臓器オンチップやオルガノイドプラットフォームは、薬物開発の効率と精度を劇的に高め
、精密医療の実現を加速します（#13, #18）。この技術は前臨床試験の失敗率を低減し、開発期間を短縮する可能性を
秘めており、導入の遅れは国際競争力に直結します。

❸ 環境・食品安全モニタリングの「現場化」に、自社は対応できるか？
PFASやアフラトキシンM1、大腸菌などの汚染物質を、グラフェンやプラズモン、CRISPR/Casベースのセンサーで迅速
かつ高感度に現場検出する技術が進化しています（#10, #23, #03）。従来のラボ分析に依存する体制では、規制強化や
サプライチェーンの透明性要求に対応できなくなる可能性があります。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PFAS検出 創薬DX

柔軟センサー CGM市場拡大
多機能ウェアラブル

環境・食品安全

予測医療AI

非侵襲治療

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PFAS検出 機会大 環境モニタリング市場参入 既存技術の陳腐化

● 創薬DX 注意 創薬効率化 創薬競争力低下

● 柔軟センサー 機会大 高機能材料市場 新規参入の遅れ

● CGM市場拡大 注意 糖尿病ケア市場 海外勢に遅れ

● 多機能ウェアラブル 注意 新規ヘルスケア市場 異業種参入の加速

● 環境・食品安全 機会大 検査技術の高度化 規制強化への対応

● 予測医療AI 注意 予防・個別化医療 データ活用競争激化
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● 非侵襲治療 注意 患者QOL向上 規制対応の複雑化
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深掘り ① ― グラフェンセンサーによるPFAS迅速検出
#10 | 2026/07/09 | Labmate Online | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Grapheal社が開発したグラフェンベースの「PFASTシステム」は、水中のPFAS（永遠の化学物質）を迅速かつ超微量
（pptレベル）で検出する能力を持つ。このコンパクトなセンサーは、グラフェンの高い導電性と表面特性を利用し、P
FAS分子が結合する際の電気的変化を検出する。従来のラボ分析と比較して、サンプル輸送や長時間の処理が不要で、
数分で結果が得られるため、環境モニタリングの効率と速度を劇的に向上させる。

PFAS汚染は世界的な公衆衛生上の懸念であり、飲料水、土壌、食品などからの摂取による健康リスクが指摘されてい
る。本技術は、水事業者や地方自治体がリアルタイムで水質を監視し、汚染が確認された場合に迅速に対応することを
可能にする。低コスト、高感度、迅速検出という特性は、世界中の環境モニタリングを民主化し、持続可能な社会の実
現に貢献する潜在力を持つ。

▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】pptレベルでの検出は非常に高感度であり、グラフェンの特性を活かした妥当な数値と
言える。ただし、実環境での多種多様な干渉物質に対する選択性や、長期安定性についてはさらなる検
証が必要だろう。 【未解決課題】現場での長期運用におけるセンサーの耐久性、バイオファウリング（
生物付着）対策、そして非専門家でも確実に操作できるユーザビリティの確保が重要となる。また、検
出対象となるPFASの種類が多岐にわたるため、多重検出能力の拡張も課題だ。 【日本企業への機会と
脅威】日本の材料メーカーにとっては、グラフェン材料の供給やセンサーデバイスへの応用技術開発の
大きな機会となる。環境分析機器メーカーや水処理関連企業にとっては、新たな高感度・迅速検出ソリ
ューションの導入による事業拡大の機会。一方で、この技術の導入が遅れれば、海外の先行企業に市場
を奪われる脅威となる。特に、日本の厳しい水質基準への対応を迅速化できるため、導入は急務だ。
【次のアクション】
・【環境分析機器メーカー】Grapheal社との技術提携や共同開発の可能性を即時調査。 ・【材料メー
カー】グラフェンおよび関連ナノ材料の量産技術と品質管理体制を強化し、センサー用途への供給体制
を構築（短期）。 ・【水処理・環境コンサル】本技術の導入によるコスト削減とモニタリング頻度向上
効果を評価し、実証実験を計画（中長期）。

深掘り ② ― AIとオルガノイドで精密医療を推進
#13 | 2026/07/02 | MDPI | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

人工知能（AI）とオルガノイド技術の融合が精密医療に革命をもたらす。オルガノイドオンチップ技術は、バイオセン
サー、マイクロ流体プラットフォーム、AI駆動型分析を統合し、酸素レベル、栄養消費、代謝活動などの生理学的パラ
メータを連続モニタリング。リアルタイムの実験観察に基づきデジタルツインモデルを動的に更新することで、薬物ス
クリーニング、疾患モデリング、個別化治療の精度を飛躍的に向上させる。

この統合システムでは、オルガノイドがマイクロ流体チップ上で培養され、生体内の微小環境を模倣。埋め込まれた電
気化学・光学センサーが微小環境の生化学的変化をリアルタイム検出する。AIアルゴリズムは膨大なデータを分析し、
オルガノイドの挙動や生理学的状態を予測、実験条件を自動調整するフィードバック制御ループを実装。これにより、
薬物動態学や薬力学の予測精度が向上し、より正確な薬物候補選択や疾患メカニズムの深い理解が可能となる。
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▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】本論文は概念と可能性を示唆するもので、具体的な数値は提示されていないが、AIと
オルガノイドの組み合わせがもたらすブレークスルーの方向性は非常に妥当性が高い。特に、リアルタ
イムフィードバック制御によるデジタルツインの動的更新は、従来の静的なモデルでは不可能だった洞
察を提供する。 【未解決課題】オルガノイドの均一性、長期培養安定性、そしてヒトの複雑な生理機能
を完全に再現するためのスケールアップが大きな課題。また、センサーの小型化と多項目化、AIモデル
の汎用性と解釈可能性の向上も不可欠。規制当局の承認経路も未確立である。 【日本企業への機会と脅
威】日本の製薬企業や再生医療ベンチャーにとっては、創薬プロセスを劇的に効率化し、個別化医療を
実現する絶好の機会。医療機器メーカーは、オルガノイド培養装置や統合センサーシステムの開発で貢
献できる。しかし、この分野は欧米が先行しており、技術導入やAI開発の遅れは、新薬開発競争におけ
る致命的な脅威となる。 【次のアクション】 ・【R&D;、製薬】オルガノイドオンチップ技術の最新動
向を把握し、自社創薬パイプラインへの導入可能性を検討するワーキンググループを即時立ち上げ。 ・
【医療機器メーカー】マイクロ流体デバイス、バイオセンサー、自動化システムに関する技術ロードマ
ップを見直し、オルガノイドプラットフォーム向け製品開発を加速（短期）。 ・【経営企画】海外のオ
ルガノイド・AIスタートアップへの投資やM&A;を検討し、技術獲得を加速（中長期）。
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深掘り ③ ― 弾性基板とナノマテリアルによる生体インターフェース革新
#08 | 2026/07/09 | ResearchGate | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

皮膚装着型および埋め込み型センサー技術は、剛性エレクトロニクスと軟らかい生体組織間の機械的ミスマッチを解決
する弾性基板、機能性ハイドロゲル、高性能ナノマテリアルによって劇的に変革されている。この革新的なインターフ
ェースアーキテクチャにより、センサーはより快適に、かつ長期間にわたり体と一体化して機能し、グルコースや乳酸
などの代謝バイオマーマーの連続モニタリングを可能にする。

弾性基板はポリマーやエラストマー材料で構成され、皮膚の動きに追従。機能性ハイドロゲルは生体適合性を向上させ
、センサーの安定性を確保する。グラフェンやカーボンナノチューブなどのナノマテリアルは、センサーの感度、選択
性、応答速度を飛躍的に向上させる。これにより、長期的な生体適合性、生体安定性、バイオファウリング対策といっ
た課題への対応が進み、個別化されたヘルスケアと予防医学の未来を形作る鍵となる。

▶ 技術者の視点

【数値の妥当性】本レビューは具体的な数値よりも概念と技術動向に焦点を当てているが、弾性基板や
ナノマテリアルがもたらす機械的特性と生体適合性の向上は、学術的にも広く認められている。特に、
グラフェンやハイドロゲルの特性は、ウェアラブルデバイスの性能向上に不可欠だ。 【未解決課題】長
期的な生体安定性と信頼性の確保、製造プロセスの複雑性、そしてコスト削減が実用化に向けた主要課
題。特に、埋め込み型デバイスでは、免疫応答の抑制や感染リスクの最小化が重要となる。また、多項
目センサー化とデータ処理能力の向上が求められる。 【日本企業への機会と脅威】日本の高分子・樹脂
メーカーや機能性材料メーカーにとっては、弾性基板や機能性ハイドロゲル、高性能ナノマテリアルの
開発・供給で大きな市場機会がある。電子部品メーカーは、これらの材料を統合したセンサーデバイス
の小型化・高機能化で競争力を高められる。しかし、海外のスタートアップや大手企業がこの分野で急
速に技術を確立しており、日本の材料・部品メーカーは、早期に技術開発と市場投入を加速しないと、
サプライチェーンにおける優位性を失う脅威がある。 【次のアクション】 ・【材料メーカー】弾性ポ
リマー、生体適合性ハイドロゲル、ナノカーボン材料の研究開発部門は、ウェアラブル・埋め込み型セ
ンサー向け材料の特性評価と量産化技術を強化（即時）。 ・【R&D;、電子部品】柔軟エレクトロニク
ス技術を持つ部門は、生体インターフェース技術を持つ大学やスタートアップとの共同研究を模索（短
期）。 ・【経営企画】次世代ウェアラブル・医療機器市場における自社のポジショニングを再評価し、
材料技術からの参入戦略を策定（中長期）。

その他の注目記事
合成生物学・ナノマテリアル・AIを統合した次世代バイオニックセンサー (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

合成生物学、ナノマテリアル、AIの融合が精密医療とリアルタイムモニタリングを革新。ウェアラブル・埋め込み型セ
ンサーの性能向上に不可欠な基盤技術。

臓器オンチップマイクロ流体プラットフォームへの電気化学センサー統合 (PubMed)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

臓器オンチップへの電気化学センサー統合により、薬物開発と精密医療におけるリアルタイム、ラベルフリー、高感度
モニタリングが可能に。創薬効率化の鍵。

バイオセンサーの進歩：基礎原理からAI駆動型センシングへ進化 (IntechOpen)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

ウェアラブルバイオセンサーがAI分析と統合され、非侵襲的な体液から生理学的マーカーを収集。慢性疾患管理や個別
化ヘルスケアの予測的洞察を強化。

非侵襲SERS免疫センシングがメラノーマモニタリングを革新 (Analytical Chemistry - ACS Publications)
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技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

マイクロニードルパッチとナノザイムを統合した非侵襲SERS免疫センシングがメラノーマモニタリングを革新。患者
負担軽減と早期診断に貢献。

マルチアナライト生化学検出のための光ファイバーセンサーの進歩 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

光ファイバーセンサーが高感度、低検出限界、リアルタイム検出でマルチアナライト生化学検出を可能に。多重ガスモ
ニタリングや医療診断に大きな可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;、材料開発】グラフェン、ナノザイム、弾性ポリマーなど、次世代バイオセンサーの基盤材料技術に関
する最新論文・特許情報を収集し、自社技術との関連性を評価。

• 【調達、経営企画】海外の主要バイオセンサーメーカー（Dexcom,
Rocheなど）の製品ロードマップ、特にOTC化や多項目化の動向を調査し、競合分析を実施。

• 【環境・食品安全】PFASやアフラトキシンM1など、規制強化が予想される汚染物質の迅速検出技術について、
Grapheal社のような先行企業の技術詳細を深掘り調査。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;、製薬】AIとオルガノイド・臓器チップ技術の社内勉強会を開催し、創薬プロセスへの応用可能性につ
いて部門横断で議論。外部専門家の招聘も検討。

• 【半導体PKG、部品メーカー】ウェアラブル・埋め込み型センサー向け柔軟基板、微細加工技術、ワイヤレス給
電・通信モジュールの開発状況を評価し、自社技術の優位点・課題を特定。

• 【EV設計、医療機器】非侵襲モニタリング（汗、涙液、唾液）技術の進展を注視し、将来的な製品コンセプト
やユーザーエクスペリエンスへの影響を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画、R&D;】デジタルヘルス、精密医療、環境モニタリング分野における新規事業機会を特定し、M&A
;や戦略的パートナーシップの候補企業リストを作成。

• 【R&D;、材料開発】生体適合性、長期安定性、多重検出能力を持つ次世代センサー材料・構造の開発に注力し
、国際標準化活動への貢献も視野に入れる。

• 【法務、経営企画】AIを活用した医療機器や環境センサーの規制動向（FDA, EU,
日本）を継続的に監視し、製品開発・承認戦略に反映させる体制を構築。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-11
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収録記事一覧

#01 FDA、Dexcom製Stelo血糖バイオセンサーをインスリン非使用の2歳以上小児向けOTC CGMと
して初の承認

#02 バイオ・製薬業界のデジタルバイオマーカー開発を推進する主要技術：ウェアラブル、AI、遠隔

医療の融合

#03 クランフィールド大学、CRISPR/Cas駆動型スマートセンサーで河川水中の汚染物質をリアルタ
イム検出するプロジェクトを開始

#04 合成生物学・ナノマテリアル・AIを統合した次世代バイオニックセンサー、精密医療とリアルタ
イムモニタリングを革新

#05 ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーがグルコースを超え、代謝・ホルモン・炎症マーカー

の連続モニタリング新時代へ

#06 ナノザイム・アプタセンサーが臨床診断、食品安全、環境モニタリングを迅速化する可能性、AI
統合でさらなる進化へ

#07 City of Hope、術中・術後の酸素、一酸化炭素、グルコース、炎症マーカーを非侵襲的にモニタ
リングするウェアラブルパッチの臨床試験を開始

#08 弾性基板とナノマテリアルが実現するシームレスな生体インターフェース：ウェアラブル・埋め
込み型センサーが連続生理学的モニタリングを革新

#09 スマートウォッチ由来のデジタルバイオマーカーが生物学的加齢の速度を予測：Garminデバイ
スデータが示す新たな洞察

#10 Grapheal社、グラフェンセンサーで水中のPFASを迅速検出：環境モニタリング加速へ

#11 臓器オンチップマイクロ流体プラットフォームへの電気化学センサー統合：薬物開発と精密医療
のリアルタイムモニタリングを革新

#12 臓器チップが創薬パイプラインに接近：高スループット、AI統合でヒト疾患モデルの精度向上へ

#13 AIとオルガノイドプラットフォームが精密医療を推進：マルチオミクス、デジタルツイン、MPS
の統合で生理学的パラメータを連続モニタリング

#14 デジタルバイオマーカーとリモートモニタリングを活用したハイブリッドPK/PDモデル：前臨床

から臨床への橋渡しで深層的洞察を獲得

#15 グルコースを超えて：代謝、ホルモン、炎症性バイオマーカーの連続モニタリングを可能にする
ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーの進展

#16 バイオセンサーの進歩：基礎原理からAI駆動型センシングへ進化

#17 ナノセンサーとナノバイオセンサーが農業と環境モニタリングを革新：高感度・迅速診断で汚染

物質を識別



#18 マイクロ流体プラットフォーム設計の再考：センサー、イメージング、計算の統合でオルガノイ
ドオンチップの連続モニタリングを強化

#19 プラズモンスプーン型プラットフォームに基づくバイオセンサー、大腸菌をポイントオブケアで

迅速検出

#20 非侵襲SERS免疫センシングがメラノーマモニタリングを革新：マイクロニードルと衛星構造ナ
ノザイムを統合

#21 マルチアナライト生化学検出のための光ファイバーセンサーの進歩：高感度、低検出限界、リア
ルタイム検出で多重ガスモニタリングに大きな可能性

#22 高性能多層SPRバイオセンサーの相乗的最適化戦略：糖尿病診断に向けた尿中グルコース検出の
感度を大幅向上

#23 牛乳中のアフラトキシンM1汚染を0.005 ng/mLで検出する新規プラズモンセンサー：食品安全
モニタリングを強化

#24 マサチューセッツ大学、ループス患者向け遠隔モニタリングシステム「PILLARプロジェクト」
を開始：ウェアラブルとAIで症状・バイオマーカーを追跡

#25 ロシュ・ダイアグノスティックス、糖尿病ケアに注力し事業拡大：Accu-Chek Smartguide
CGMの米国承認に期待

#26 ARPA-H資金提供のCOSMICチームが閉ループ涙腺バイオセンサーシステムを開発：リアルタイ
ム薬剤送達とFDA承認への道筋

#27 非侵襲血糖モニタリングの未来：汗、唾液、涙液中のグルコースを検出する高感度バイオセンサ

ー

#28 デジタルヘルス、2026年7月の動向：AIウェアラブルがホルモン変化をモニタリング、柔軟コン
ピューティングパッチが心臓不整脈を99.6%の精度で検出

#29 女性のホルモン連続モニタリング実現へ、Clair Healthが1160万ドルを調達し生体センサーウェ
アラブルを開発

#30 1型糖尿病患者のHbA1c改善と入院削減に寄与：プライマリケア医によるCGM導入の有効性をコ
ホート研究が証明



#01 FDA、Dexcom製Stelo血糖バイオセンサーをインスリ
ン非使用の2歳以上小児向けOTC CGMとして初の承認

概要

米国食品医薬品局（FDA）は、Dexcom社のStelo Glucose Biosensor Systemを、インス
リンを使用しない2歳以上の小児向け市販（OTC）連続血糖値モニター（CGM）として
初めて承認した。この画期的な承認は、2024年3月に18歳以上の成人向けに付与され

た以前のOTCクリアランスを拡大し、小児糖尿病管理におけるアクセスを劇的に向上
させる。Steloはリアルタイムの血糖値データを提供し、食事や運動に対する反応パタ
ーンを追跡することで、個別化された健康管理を支援し、早期の介入と合併症リスク

の低減に貢献することが期待される。

公開日 2026年07月04日  U.S. Food and Drug Administration (FDA)  アメリカ



詳細

主要成果

2026年6月12日、米国食品医薬品局（FDA）は、Dexcom社のStelo Glucose Biosensor

Systemを、インスリン療法を受けていない2歳以上の小児向け市販（OTC）連続血糖値
モニター（CGM）として初めて承認しました。この決定は、小児集団における非処方
CGM利用を可能にする画期的なものであり、糖尿病管理、特に予防的アプローチに大き
な影響を与えるものです。

技術・臨床詳細

Stelo Glucose Biosensor Systemは、皮下に挿入された小型センサーを用いてリアルタ
イムで血糖値を継続的に測定し、データをスマートフォンなどのデバイスに送信しま
す。

このデバイスは、食事、運動、その他の生活習慣因子が血糖値に与える影響を追跡
し、パターンを特定するためのデータを提供します。これにより、患者やその保護者
がより効果的な健康管理計画を立てるのに役立ちます。

本承認は、Steloが2024年3月に18歳以上の成人向けに得たOTCクリアランスを拡大す
るもので、その臨床的有用性と安全性が小児集団においても実証されたことを示唆し
ています。FDAは、このデバイスが小児の糖尿病管理において正確かつ信頼性の高い
データを提供すると判断しました。

インスリンを使用しない小児糖尿病患者にとって、従来の指先穿刺による血糖測定は
頻繁で苦痛を伴い、リアルタイムの変動を捉えにくいという課題がありました。
SteloのようなCGMは、この課題を解決し、より包括的な血糖管理を可能にします。

背景・業界文脈

近年、CGM市場は急速に拡大しており、特にOTC製品は、医療従事者の介入なしに個人
が自身の健康データを管理できるという点で注目されています。DexcomはCGM分野の
主要企業であり、Steloの小児向けOTC承認は、同社の市場リーダーシップをさらに強化
するものです。今回の承認は、糖尿病患者だけでなく、前糖尿病状態の小児や、血糖値
管理に関心のある小児の健康増進にも寄与すると期待されています。ウェアラブルデバ
イスやデジタルヘルス技術の進化と相まって、Steloのような製品は、個別化された予防
医療の普及を加速させるでしょう。



今後の展望

この承認により、インスリンを使用しない2歳以上の小児が、病院やクリニックを訪れ
ることなく、手軽に高度な血糖モニタリングを行うことが可能になります。これは、早
期介入、生活習慣の改善、そして長期的な糖尿病合併症リスクの低減に大きく貢献する
でしょう。将来的には、このようなOTC CGMが、小児期肥満や関連する代謝性疾患の
予防・管理ツールとして、より広範な役割を果たす可能性があります。また、スマート
ウォッチなどの他のウェアラブルデバイスとのデータ連携により、さらに包括的な健康
プラットフォームが構築され、患者エンパワーメントが促進されることが見込まれま
す。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQE6u9CZdLwJMVWSXM8FSesWHdvBAjdFkFhRLkb_sX0G7q0d7camaTfhSeeyMvb8DxXp8FrfGHX

NJeZF1qkBLaEAz3rI0xkCK7dE6fCrkXO_HD517RIvC6r7GDkYtSWUyYcCaA22SEsvzmFeO

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6u9CZdLwJMVWSXM8FSesWHdvBAjdFkFhRLkb_sX0G7q0d7camaTfhSeeyMvb8DxXp8FrfGHXHnB1gD09aY4RVGnT5lCxdTcUIqh0H3JR9LUbzzrNVmOGPoifWaMHA_G4hzQSMHSMIrt2RwAwldMhdxBR6-NJeZF1qkBLaEAz3rI0xkCK7dE6fCrkXO_HD517RIvC6r7GDkYtSWUyYcCaA22SEsvzmFeO
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6u9CZdLwJMVWSXM8FSesWHdvBAjdFkFhRLkb_sX0G7q0d7camaTfhSeeyMvb8DxXp8FrfGHXHnB1gD09aY4RVGnT5lCxdTcUIqh0H3JR9LUbzzrNVmOGPoifWaMHA_G4hzQSMHSMIrt2RwAwldMhdxBR6-NJeZF1qkBLaEAz3rI0xkCK7dE6fCrkXO_HD517RIvC6r7GDkYtSWUyYcCaA22SEsvzmFeO
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE6u9CZdLwJMVWSXM8FSesWHdvBAjdFkFhRLkb_sX0G7q0d7camaTfhSeeyMvb8DxXp8FrfGHXHnB1gD09aY4RVGnT5lCxdTcUIqh0H3JR9LUbzzrNVmOGPoifWaMHA_G4hzQSMHSMIrt2RwAwldMhdxBR6-NJeZF1qkBLaEAz3rI0xkCK7dE6fCrkXO_HD517RIvC6r7GDkYtSWUyYcCaA22SEsvzmFeO


#02 バイオ・製薬業界のデジタルバイオマーカー開発を推
進する主要技術：ウェアラブル、AI、遠隔医療の融合

概要

バイオテクノロジーおよび製薬業界では、デジタルバイオマーカー開発を支える主要
技術として、ウェアラブルデバイス、モバイルヘルスアプリケーション、AI/機械学習
アルゴリズム、遠隔医療プラットフォームの融合が進んでいる。これらの技術は、リ

アルタイムの健康データ収集、疾患進行の精密追跡、迅速なデータ解釈、そして個別
化されたヘルスケアソリューションの提供を可能にする。これにより、創薬から臨床
試験、市販後モニタリングに至るまで、医療プロセスの効率と精度が飛躍的に向上す

ることが期待されている。

公開日 2026年07月02日  Infinix Bio  アメリカ



詳細

主要成果

バイオテクノロジーおよび製薬業界におけるデジタルバイオマーカーの開発は、ウェア
ラブルデバイス、モバイルヘルスアプリケーション、人工知能（AI）/機械学習アルゴ
リズム、および遠隔医療プラットフォームといった最先端技術の統合によって劇的に加
速しています。これらの技術は、リアルタイムでの生理学的データ収集、疾患の進行状
況の正確な追跡、データの迅速な解釈、そして個別化されたヘルスケアソリューション
の提供を可能にし、創薬から患者ケアまでのバリューチェーン全体に革新をもたらして
います。

技術・臨床詳細

ウェアラブルデバイス: スマートウォッチ、スマートパッチ、リング型センサーなど
は、心拍数、活動量、睡眠パターン、皮膚温度といった連続的な生理学的データを非
侵襲的に収集します。これにより、従来の臨床環境では得られなかった、患者の日常
生活における詳細な健康状態の動的変化を把握できます。

モバイルヘルスアプリケーション: スマートフォンアプリは、ウェアラブルデバイス
からのデータを集約し、患者の日記、症状報告、服薬管理、行動変容プログラムなど
を統合します。これは、患者のエンゲージメントを高め、データを構造化して臨床的
洞察を導き出すための重要なインターフェースとなります。

AI/機械学習アルゴリズム: 収集された膨大な生体データから、AIは複雑なパターンを
認識し、疾患の早期兆候、治療反応、または予後を予測するためのデジタルバイオマ
ーカーを特定します。これにより、創薬プロセスの効率化、臨床試験デザインの最適
化、個別化された治療戦略の立案が可能になります。

遠隔医療プラットフォーム: これらは、患者が自宅から臨床医とつながり、リモート
でのモニタリング、診断、治療相談を受けられるようにします。これにより、地理的
障壁が低減され、継続的なケアが可能になるとともに、広範な患者集団からリアルワ
ールドデータ（RWD）を収集する基盤となります。



背景・業界文脈

デジタルバイオマーカーは、客観的、定量的、かつ連続的に測定可能な生理学的・行動
的指標であり、疾患の診断、予後、治療効果評価に新たな視点をもたらします。製薬業
界では、新薬開発の成功率向上、臨床試験期間の短縮、および患者中心の医療への移行
が喫緊の課題となっています。これらの課題に対し、デジタルバイオマーカー技術は、
早期の臨床エンドポイント設定、サブグループ解析の最適化、そして治療の個別化を可
能にすることで、大きな解決策を提供します。特に、慢性疾患や希少疾患において、患
者のQOL向上と治療効果の最大化に貢献する可能性が高いです。

今後の展望

これらの技術のさらなる統合と進化は、バイオ・製薬業界におけるデジタルヘルスと精
密医療の未来を形作るでしょう。AIモデルはより洗練され、異なるデータソース間の相
互運用性が向上し、規制当局もデジタルバイオマーカーのエビデンス基盤確立に向けた
枠組みを整備しつつあります。これにより、デジタルバイオマーカーは、研究開発だけ
でなく、日常的な臨床診療においても不可欠なツールとなり、患者の予後を改善し、医
療システムの効率を高めることに貢献すると予測されます。将来的に、患者自身が自身
の健康データをより深く理解し、医療決定に積極的に参加する「患者エンパワーメン
ト」の加速も期待されます。

元記事: https://www.infinixbio.com/glossary/what-technologies-support-digital-biomarker-

development-in-biotech-and-pharmaceuticals/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.infinixbio.com/glossary/what-technologies-support-digital-biomarker-development-in-biotech-and-pharmaceuticals/
https://www.infinixbio.com/glossary/what-technologies-support-digital-biomarker-development-in-biotech-and-pharmaceuticals/


#03 クランフィールド大学、CRISPR/Cas駆動型スマート
センサーで河川水中の汚染物質をリアルタイム検出するプ
ロジェクトを開始

概要

クランフィールド大学とNERCの共同プロジェクトとして、河川水質のリアルタイム環

境モニタリングを目的とした次世代CRISPR/Cas対応スマートバイオセンサーの開発が
開始された。このセンサーは、工学生物学、紙ベースマイクロ流体、デジタルセンシ
ング技術を統合し、抗菌薬耐性遺伝子（AMR）、PFAS化合物、重金属、農薬残留物と

いった多種多様な汚染物質を現場で低コストかつポータブルに検出することを目指
す。AIベースの信号解釈を組み込むことで、迅速かつ正確な環境リスク評価を可能に
し、水質管理に革命をもたらす潜在力がある。

公開日 2026年07月02日  Cranfield University / NERC Doctoral Focal Award  イギリス



詳細

主要成果

クランフィールド大学とNERC Doctoral Focal Awardの共同プロジェクトとして、河川水
質のリアルタイム環境モニタリングを可能にする、次世代CRISPR/Cas対応スマートバイ
オセンサーの開発が進行中です。この革新的なプロジェクトは、環境中の抗菌薬耐性遺
伝子（AMR）、PFAS化合物、重金属、農薬残留物といった広範な汚染物質を現場で、
低コストかつポータブルに検出できる多重センシングプラットフォームの確立を目指し
ています。

技術・臨床詳細

このバイオセンサーシステムは、工学生物学の原理、特にCRISPR/Casシステムを汚
染物質の特異的認識メカニズムとして活用します。CRISPR/Casのゲノム編集能力
は、特定のDNAまたはRNA配列を標的とし、切断する際に蛍光シグナルなどを生成
することで、微量な汚染物質の存在を高い特異性で検出することが可能です。

センシングプラットフォームは、紙ベースのマイクロ流体技術を利用しており、これ
は低コストで使い捨て可能、かつ複雑なラボ機器を必要としないポータビリティを実
現します。このアプローチにより、サンプル採取から分析までを一貫して現場で行う
ことができ、迅速な結果を得ることが可能です。

デジタルセンシング技術は、CRISPR/Cas反応によって生成されたシグナルを定量的
に読み取り、デジタルデータとして変換します。さらに、人工知能（AI）ベースの信
号解釈アルゴリズムが導入され、複数の汚染物質からの複雑なシグナルパターンを分
析し、高精度な検出と識別を可能にします。

目標とする検出対象は、環境と公衆衛生に重大な脅威をもたらすAMR遺伝子、広範
囲に存在するPFAS化合物（永遠の化学物質）、そして水生生態系に有害な重金属や
農薬残留物など、多岐にわたります。



背景・業界文脈

現在の河川水質モニタリングは、時間のかかる実験室ベースの分析に大きく依存してお
り、リアルタイムでの汚染イベントの特定や迅速な対応が困難です。抗菌薬耐性の世界
的危機やPFAS汚染の拡大は、環境モニタリングにおける迅速かつ包括的な現場検出ソリ
ューションの必要性を浮き彫りにしています。このプロジェクトが成功すれば、水管理
当局、環境保護機関、および水産業界に対し、これまでになく迅速かつ詳細な水質デー
タを提供し、環境リスク評価と対策の効率を劇的に向上させることになります。

今後の展望

このCRISPR/Cas対応スマートバイオセンサーの開発は、環境モニタリングの未来を再定
義する可能性を秘めています。低コストでポータブル、かつ多重検出能力を持つこのシ
ステムは、開発途上国を含む広範な地域での水質管理へのアクセスを民主化するかもし
れません。AIとの統合により、検出精度とデータ解釈の自動化がさらに進み、将来的に
はドローンや自律型水上車両に搭載され、広範囲の河川ネットワークを継続的にモニタ
リングするシステムへの応用も期待されます。これにより、公衆衛生の保護と生態系の
保全に向けた、より積極的かつデータ駆動型のアプローチが可能となるでしょう。

元記事: https://www.cranfield.ac.uk/research/phd/crispr-cas-enabled-smart-sensors-for-real-time-

detection-of-contaminants-in-river-water

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cranfield.ac.uk/research/phd/crispr-cas-enabled-smart-sensors-for-real-time-detection-of-contaminants-in-river-water
https://www.cranfield.ac.uk/research/phd/crispr-cas-enabled-smart-sensors-for-real-time-detection-of-contaminants-in-river-water


#04 合成生物学・ナノマテリアル・AIを統合した次世代バ
イオニックセンサー、精密医療とリアルタイムモニタリン
グを革新

概要

合成生物学、ナノマテリアル、人工知能（AI）を統合した次世代のバイオニックセン

サーが、精密医療とリアルタイムモニタリング分野に革命をもたらしつつある。特に
ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーは、グルコース、乳酸、心臓マーカー
などの生体分子の連続モニタリングを可能にし、患者固有の治療応答評価や疾患管理

に貢献する。グラフェンベースのナノマテリアルは、ウェアラビリティと小型化を飛
躍的に向上させ、環境モニタリングや食品安全といった医療以外の分野への応用も拡
大している。

公開日 2026年07月03日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

合成生物学、ナノマテリアル、および人工知能（AI）の最先端技術を統合した次世代の
バイオニックセンサーが、小分子検出の能力を飛躍的に向上させ、精密医療とリアルタ
イムモニタリングに新たな道を切り開いています。特に、ウェアラブルおよび埋め込み
型バイオセンサーの進化は目覚ましく、グルコース、乳酸、心臓マーカーなどの重要な
生体分子の連続的かつ高感度なモニタリングを可能にしています。

技術・臨床詳細

合成生物学の活用: バイオニックセンサーは、生体分子認識要素（酵素、抗体、DNA

アプタマーなど）を合成的に設計・改変することで、特定のターゲット分子に対する
高い選択性と親和性を実現します。これにより、複雑な生体サンプル中でも目的の小
分子を正確に検出できます。

ナノマテリアルの統合: グラフェン、カーボンナノチューブ、量子ドットなどのナノ
マテリアルは、センサーの感度、応答速度、小型化、およびウェアラビリティを劇的
に向上させます。これらの材料は、高い表面積対体積比と優れた電気的特性を持ち、
微細な生体シグナルを効率的に変換・増幅するプラットフォームを提供します。特に
グラフェンベースのセンサーは、その柔軟性と生体適合性から、皮膚装着型および埋
め込み型デバイスに適しています。

AIによるデータ解析: センサーから収集される膨大なリアルタイムデータは、AIアル
ゴリズムによって解析されます。AIは、データのノイズ除去、パターン認識、異常検
出、および将来の生理学的状態の予測を行うことで、センサーの「スマート化」を促
進します。これにより、医師や患者は、より深く、より個別化された洞察を得ること
ができます。

連続モニタリングの応用: これらのセンサーは、糖尿病患者の血糖値、アスリートの
乳酸レベル、心疾患患者の心臓マーカー、さらには薬物動態学におけるリアルタイム
の薬物応答評価など、幅広い臨床応用において、従来の断続的な検査では不可能だっ
た詳細な生理学的動態を提供します。



背景・業界文脈

精密医療の進展に伴い、患者個々の生理学的状態をリアルタイムで理解することの重要
性が高まっています。従来の診断手法はしばしば侵襲的で、時間的な制約があり、疾患
の動的な性質を完全に捉えることができませんでした。バイオニックセンサーの統合的
なアプローチは、これらの限界を克服し、疾患の早期発見、個別化された治療戦略の策
定、および予防医療の強化に貢献します。また、医療分野だけでなく、環境中の有害物
質モニタリングや食品の品質・安全性評価など、より広範な分野での応用も期待されて
います。

今後の展望

合成生物学、ナノマテリアル、AIの相乗効果は、バイオニックセンサーの性能と汎用性
をさらに高めるでしょう。将来的には、これらのセンサーは、複数のバイオマーカーを
同時に、かつ非侵襲的にモニタリングする「マルチモーダルセンシングプラットフォー
ム」へと進化し、より包括的な健康プロファイルをリアルタイムで提供するようになる
ことが予想されます。小型化と低コスト化が進むことで、これらの高度なセンサー技術
は、病院から自宅へ、さらにはスマートシティインフラの一部として広く普及し、公衆
衛生の向上と持続可能な社会の実現に貢献する可能性を秘めています。次世代センサー
は、まさに「パーソナルヘルスラボ」の実現に向けた鍵となるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2072-666X/17/6/725

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2072-666X/17/6/725


#05 ウェアラブル・埋め込み型バイオセンサーがグルコー
スを超え、代謝・ホルモン・炎症マーカーの連続モニタリ
ング新時代へ

概要

ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーは、グルコースの連続モニタリングか

ら、乳酸、ケトン体、尿酸、電解質、コルチゾールなどの多様な代謝、ホルモン、炎
症性バイオマーカーの包括的なモニタリングへとパラダイムシフトを遂げている。こ
れらのセンサーは、従来の断続的な検査では見逃されていた動的な生理学的変化をリ

アルタイムで明らかにし、慢性疾患管理と個別化された健康理解を飛躍的に向上させ
る可能性を秘めている。この進展は、予防医療、精密医療、および個人の健康管理に
おける新たな標準を確立すると期待される。

公開日 2026年07月08日  Frontiers in Bioengineering and Biotechnology  スイス



詳細

主要成果

ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサー技術は、従来のグルコース中心の連続モ
ニタリングから、乳酸、ケトン体、尿酸、電解質、コルチゾールといった、より広範な
代謝、ホルモン、および炎症性バイオマーカーの包括的な連続モニタリングへと大きく
進化しています。このパラダイムシフトは、個人の健康状態に対する深い洞察を提供
し、慢性疾患の管理と個別化された医療アプローチを根本的に変革する可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

多種バイオマーカーの連続モニタリング: 従来のCGM技術がグルコースに焦点を当て
ていたのに対し、次世代センサーは複数の非グルコースバイオマーカーを同時に、か
つ連続的に測定することが可能です。これには、運動強度や組織酸素化状態を示す乳
酸、脂質代謝状態を反映するケトン体、痛風や腎疾患に関連する尿酸、水分バランス
や神経機能に不可欠な電解質（ナトリウム、カリウムなど）、ストレス応答の指標と
なるコルチゾールなどが含まれます。

非侵襲的または低侵襲的アプローチ: ウェアラブルセンサーは主に汗や涙液、皮膚を
介して非侵襲的に機能し、埋め込み型センサーは微細なプローブを介して低侵襲的に
体液を分析します。これにより、患者の負担を最小限に抑えつつ、豊富な生理学的デ
ータを継続的に収集できます。

動的な生理学的変化の可視化: 断続的な検査では瞬間的なスナップショットしか得ら
れませんが、連続モニタリングは、食事、運動、睡眠、ストレスなどの日常生活要因
がバイオマーカーレベルに与えるリアルタイムの動的な影響を明らかにします。この
情報は、疾患の進行パターン、薬物応答の個別差、および健康介入の効果を理解する
上で極めて重要です。

精密医療への貢献: 患者個々のバイオマーカープロファイルを継続的に追跡すること
で、医師はより個別化された診断、治療計画の最適化、および予防戦略の立案が可能
になります。例えば、炎症マーカーの早期上昇を検出し、慢性炎症性疾患の悪化前に
介入するといった応用が考えられます。



背景・業界文脈

世界的に慢性疾患の有病率が増加し、個別化された予防医療へのニーズが高まる中で、
バイオセンサー技術は医療の未来を担う鍵とされています。特に、生活習慣病の増加や
高齢化社会において、より包括的な健康モニタリングは、早期診断と効果的な疾患管理
に不可欠です。本分野の進展は、消費者向け健康管理デバイス市場にも影響を与え、よ
り高度な自己管理ツールを求める消費者の期待に応えるものとなるでしょう。規制当局
も、これらの多様なバイオマーカーセンサーの精度と安全性の評価基準を整備する方向
に動いています。

今後の展望

グルコース以外の多様なバイオマーカーを連続モニタリングできる能力は、スポーツ科
学、栄養学、ストレス管理、さらには精神神経疾患の早期発見と管理にまで応用範囲を
広げるでしょう。将来的には、これらのセンサーからのデータが人工知能（AI）と統合
され、個人の「デジタルツイン」を構築し、疾患リスクの超早期予測や、最適な介入タ
イミングの提案が可能になることが期待されます。これにより、単なる疾患管理から、
真の健康増進とウェルネス向上へと医療の焦点がシフトし、個々人の生涯にわたる健康
を最適化するための強力なツールが提供されることになるでしょう。技術の進化ととも
に、倫理的側面やデータプライバシーの確保も重要な課題となります。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGQ7H-

Ng4NNn4dERLsDmeJ_r346ZJhu4VGrDxMFJWeW42W5G9B1zOTOya8xfMLPwPZ9uAZ8PsWoi1tWKpWlpAjWbm

qdFFgqf3-uXg7aURvxQB77icD2Lan9C3ZBNNWkhslhCtA5nJBj59Swo9-XetBTRdBN0_x-

U7PFs1ExhBgPsynn6lMYoXXZtgjn8vhJC2bZzh3lIfYNDWQ=

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGQ7H-Ng4NNn4dERLsDmeJ_r346ZJhu4VGrDxMFJWeW42W5G9B1zOTOya8xfMLPwPZ9uAZ8PsWoi1tWKpWlpAjWbmByhOjZnRuO14wLtSBRk-qdFFgqf3-uXg7aURvxQB77icD2Lan9C3ZBNNWkhslhCtA5nJBj59Swo9-XetBTRdBN0_x-U7PFs1ExhBgPsynn6lMYoXXZtgjn8vhJC2bZzh3lIfYNDWQ=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGQ7H-Ng4NNn4dERLsDmeJ_r346ZJhu4VGrDxMFJWeW42W5G9B1zOTOya8xfMLPwPZ9uAZ8PsWoi1tWKpWlpAjWbmByhOjZnRuO14wLtSBRk-qdFFgqf3-uXg7aURvxQB77icD2Lan9C3ZBNNWkhslhCtA5nJBj59Swo9-XetBTRdBN0_x-U7PFs1ExhBgPsynn6lMYoXXZtgjn8vhJC2bZzh3lIfYNDWQ=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGQ7H-Ng4NNn4dERLsDmeJ_r346ZJhu4VGrDxMFJWeW42W5G9B1zOTOya8xfMLPwPZ9uAZ8PsWoi1tWKpWlpAjWbmByhOjZnRuO14wLtSBRk-qdFFgqf3-uXg7aURvxQB77icD2Lan9C3ZBNNWkhslhCtA5nJBj59Swo9-XetBTRdBN0_x-U7PFs1ExhBgPsynn6lMYoXXZtgjn8vhJC2bZzh3lIfYNDWQ=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGQ7H-Ng4NNn4dERLsDmeJ_r346ZJhu4VGrDxMFJWeW42W5G9B1zOTOya8xfMLPwPZ9uAZ8PsWoi1tWKpWlpAjWbmByhOjZnRuO14wLtSBRk-qdFFgqf3-uXg7aURvxQB77icD2Lan9C3ZBNNWkhslhCtA5nJBj59Swo9-XetBTRdBN0_x-U7PFs1ExhBgPsynn6lMYoXXZtgjn8vhJC2bZzh3lIfYNDWQ=


#06 ナノザイム・アプタセンサーが臨床診断、食品安全、
環境モニタリングを迅速化する可能性、AI統合でさらなる
進化へ

概要

ナノザイムとアプタマーを組み合わせたナノザイムアプタセンサーは、臨床診断、食

品安全、環境モニタリングにおいて、より迅速かつ高感度な検出を可能にする画期的
な技術として注目されている。これらのセンサーは、心臓トロポニンIやムチン1など
の疾患バイオマーカー、病原体、重金属、農薬といった汚染物質を高い特異性で検出

できる。特に人工知能（AI）や機械学習との統合により、将来的にはさらに強化され
た性能と広範な応用が期待されており、検査時間の短縮とコスト削減に貢献する。

公開日 2026年07月10日  AZoNano (npj Biosensing レビューの要約)  オーストラリア



詳細

主要成果

ナノザイムとアプタマーの革新的な組み合わせからなるナノザイムアプタセンサーは、
臨床診断、食品安全、および環境モニタリングの分野において、より迅速かつ高感度な
検出を可能にする極めて有望な技術として浮上しています。これらのセンサーは、病原
体、疾患バイオマーカー、および環境汚染物質といった多岐にわたるターゲットを高い
特異性で検出する能力を有しており、検査時間の劇的な短縮とコスト削減を実現する潜
在力を持っています。

技術・臨床詳細

ナノザイムの利点: ナノザイムは、天然酵素のような触媒活性を持つナノスケールの
材料です。その高い安定性、低コスト、容易な合成、および外部刺激（pH、温度、
磁場など）に対する調整可能性は、従来の酵素ベースのバイオセンサーの限界を克服
します。ナノザイムは、特定の検出反応を効率的に加速し、シグナル増幅を可能にし
ます。

アプタマーの役割: アプタマーは、特定のターゲット分子（タンパク質、細胞、ウイ
ルス、小分子など）に高い親和性と特異性で結合する一本鎖核酸（DNAまたは
RNA）です。抗体と比較して、アプタマーは合成が容易で、バッチ間の変動が少な
く、より広い範囲の環境条件で安定しています。アプタマーはナノザイムを目的の分
析対象物に誘導する「認識要素」として機能します。

検出対象の広範さ: ナノザイムアプタセンサーは、心臓病の診断に重要な心臓トロポ
ニンI、がんバイオマーカーであるムチン1、様々な病原体（細菌、ウイルス）、さら
には水や食品中の重金属（鉛、カドミウム）、農薬残留物といった多種多様な分子や
微生物を検出できます。

性能特性: これらのセンサーは、一般的に非常に高い感度と選択性を示し、極めて低
い濃度レベルのターゲットを検出することが可能です。さらに、迅速な応答時間とシ
ンプルな操作性は、現場での（point-of-care）診断やオンサイトモニタリングに適し
ています。



背景・業界文脈

現代社会では、感染症の迅速な診断、食品の安全性の確保、環境汚染物質の早期検出が
喫緊の課題となっています。従来の検査方法では、高価な機器、専門的な技術、長時間
の分析が必要となることが多く、特にリソースが限られた環境では普及が進んでいませ
んでした。ナノザイムアプタセンサーは、これらの課題に対する費用対効果の高い、迅
速なソリューションを提供し、公衆衛生と環境保全に大きく貢献する潜在力を秘めてい
ます。今後の展望

ナノザイムアプタセンサー技術はまだ初期段階ですが、人工知能（AI）や機械学習アル
ゴリズムとの統合により、その性能はさらに向上すると予測されます。AIは、センサー
からの複雑なシグナルデータの解析、パターン認識、および検出精度の最適化に利用で
きます。これにより、システムの自動化、多重検出能力の強化、およびより堅牢なデー
タ解釈が可能になります。将来的には、これらのセンサーは、個別化医療における精密
診断、スマート農業における作物保護、および持続可能な環境管理のためのリアルタイ
ムモニタリングシステムの中核技術となることが期待されます。さらなる研究開発によ
り、その臨床的・実用的応用範囲は無限に広がるでしょう。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41758

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41758


#07 City of Hope、術中・術後の酸素、一酸化炭素、グル
コース、炎症マーカーを非侵襲的にモニタリングするウェ
アラブルパッチの臨床試験を開始

概要

City of Hope Medical Centerが、腹部または胸部手術を受ける患者を対象に、術中およ

び術後の酸素、一酸化炭素、グルコース、炎症マーカーを非侵襲的かつリアルタイム
でモニタリングするウェアラブルバイオセンサーパッチの実現可能性と安全性を評価
する臨床試験（NCT07612085）を開始した。このパッチは、リアルタイムデータを提

供することで、術後の合併症の早期発見と治療計画の迅速な調整を可能にし、患者の
回復とケアの質を大幅に向上させる可能性を秘めている。

公開日 2026年07月03日  ClinicalTrials.gov (via Power.com)  アメリカ



詳細

主要成果

City of Hope Medical Centerは、腹部または胸部手術を受ける患者を対象に、術中およ
び術後の重要な生理学的バイオマーカーを非侵襲的かつリアルタイムでモニタリングす
るための革新的なウェアラブルバイオセンサーパッチの実現可能性と安全性を評価する
臨床試験（NCT07612085）を開始しました。このパッチは、患者の回復プロセスを最適
化し、術後の合併症リスクを低減する上で重要な進歩をもたらす可能性があります。

技術・臨床詳細

対象バイオマーカー: このウェアラブルパッチは、酸素飽和度、一酸化炭素レベル、
グルコース濃度、および炎症マーカーを含む複数の重要な生理学的指標を同時にモニ
タリングするように設計されています。これらのバイオマーカーは、手術後の回復期
における患者の安定性と合併症の発生を評価するために不可欠です。

非侵襲的・リアルタイムモニタリング: パッチは皮膚に装着され、非侵襲的にデータ
を収集します。これにより、従来の侵襲的モニタリング手法に伴う患者の不快感や感
染リスクを低減します。リアルタイムデータの提供は、医療従事者が患者の状態変化
に即座に気づき、迅速な臨床的判断を下すことを可能にします。

臨床試験の目的: 本試験の主な目的は、手術患者集団におけるこのウェアラブルバイ
オセンサーパッチの実現可能性（データ収集の信頼性、装着の容易さなど）と安全性
（皮膚刺激、不快感、デバイス関連合併症の発生率など）を評価することです。現在
のところ、具体的な患者数や試験期間に関する詳細な結果は公開されていませんが、
フェーズ1の実現可能性・安全性試験であると推定されます。

術後ケアの改善: 術後の回復期は、感染症、出血、代謝異常などの合併症のリスクが
高い期間です。このパッチによる継続的なモニタリングは、これらの問題の早期発見
を可能にし、タイムリーな介入を通じて患者の転帰を改善する可能性があります。



背景・業界文脈

手術後の患者モニタリングは、患者の安全と回復において極めて重要ですが、現在の標
準的な方法には、断続的な測定、侵襲性、および看護スタッフの負担増加といった限界
があります。ウェアラブル技術の進歩は、これらの課題に対処するための新たな機会を
提供しており、リアルタイムで継続的な生理学的データの提供を通じて、遠隔患者モニ
タリング（RPM）と個別化された術後ケアを推進しています。City of Hopeのような主
要な医療機関がこの分野に投資することは、ウェアラブルバイオセンサーが将来の医療
において不可欠な役割を果たすことを示唆しています。

今後の展望

この臨床試験が成功すれば、術後ケアのパラダイムシフトが起こる可能性があります。
患者は、病院環境だけでなく、退院後も自宅で継続的なモニタリングを受けられるよう
になり、再入院率の低下や生活の質の向上につながるでしょう。将来的には、このよう
なウェアラブルパッチは、人工知能（AI）システムと統合され、異常値を自動的に検出
し、リスクアラートを発することで、医療従事者のワークフローを効率化し、より多く
の患者に質の高いモニタリングを提供することが期待されます。この技術は、手術以外
の病態における集中治療や慢性疾患管理にも応用が広がる可能性を秘めています。

元記事: https://www.withpower.com/trial/phase-hematopoietic-and-lymphatic-system-neoplasm-8-

2026-a9198

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.withpower.com/trial/phase-hematopoietic-and-lymphatic-system-neoplasm-8-2026-a9198
https://www.withpower.com/trial/phase-hematopoietic-and-lymphatic-system-neoplasm-8-2026-a9198


#08 弾性基板とナノマテリアルが実現するシームレスな生
体インターフェース：ウェアラブル・埋め込み型センサー
が連続生理学的モニタリングを革新

概要

皮膚装着型および埋め込み型センサー技術の進歩は、剛性エレクトロニクスと軟らか

い生体組織間の機械的ミスマッチを解決する弾性基板、機能性ハイドロゲル、高性能
ナノマテリアルといった革新的なインターフェースアーキテクチャによって、連続的
な生理学的モニタリングを劇的に変革している。このレビューは、電気化学バイオセ

ンサーによるグルコースや乳酸などの代謝バイオマーカー測定に焦点を当て、生体適
合性、長期的な生体安定性、バイオファウリングといった重要な課題にも言及してい
る。これらの技術は、個別化されたヘルスケアと予防医学の未来を形作る鍵となる。

公開日 2026年07月09日  ResearchGate  ドイツ



詳細

主要成果

皮膚装着型および埋め込み型センサー技術の目覚ましい進歩は、連続的な生理学的モニ
タリングのあり方を根本的に変えつつあります。特に、弾性基板、機能性ハイドロゲ
ル、高性能ナノマテリアルといった革新的なインターフェースアーキテクチャが開発さ
れ、従来の剛性エレクトロニクスと柔軟な生体組織との間の機械的ミスマッチという長
年の課題を効果的に解決しています。これにより、センサーはより快適に、かつ長期間
にわたり体と一体化して機能することが可能になりました。

技術・臨床詳細

弾性基板の導入: シリコンなどの剛性の高い従来の半導体材料に代わり、ポリマーや
伸縮性のあるエラストマー材料を用いた弾性基板が開発されています。これにより、
センサーは皮膚の動きや変形に追従し、長期的な装着における快適性と安定したシグ
ナル収集を実現します。

機能性ハイドロゲルの活用: 生体組織との界面において、機能性ハイドロゲルは生体
適合性を向上させ、センサーの安定性を確保する役割を果たします。これらは水分の
保持能力が高く、イオン伝導性も有するため、電気化学センサーの性能向上に寄与
し、組織への刺激を最小限に抑えます。

高性能ナノマテリアル: グラフェン、カーボンナノチューブ、金属ナノ粒子などのナ
ノマテリアルは、センサーの感度、選択性、応答速度を飛躍的に向上させます。これ
らの材料は、高い比表面積と優れた電気的・光学的特性を持ち、微量な生体分子を効
率的に検出するための理想的なプラットフォームを提供します。

代謝バイオマーカー測定: 電気化学バイオセンサーを核とするこれらの技術は、グル
コースや乳酸などの代謝バイオマーカーの連続測定に特に有効です。糖尿病管理にお
ける血糖値モニタリングや、アスリートのパフォーマンス管理における乳酸レベル追
跡など、幅広い応用が期待されます。

課題への対応: 長期的な埋め込みや装着においては、生体適合性（免疫反応の抑
制）、長期的な生体安定性（材料劣化の防止）、およびバイオファウリング（生体分
子の付着によるセンサー性能低下）が重要な課題となります。これに対し、表面改
質、薬剤溶出コーティング、高度なパッケージング技術などのアプローチが研究され
ています。



背景・業界文脈

デジタルヘルスと精密医療の進展は、個人の生理学的データを継続的に、かつ高精度に
収集できる能力に大きく依存しています。従来の診断ツールは、往々にして侵襲的であ
り、特定の時点でのスナップショットしか提供できませんでした。シームレスな生体イ
ンターフェース技術の発展は、このギャップを埋め、患者の日常生活における健康状態
の全体像を把握することを可能にします。これにより、疾患の早期発見、個別化された
予防・治療介入、そして患者の生活の質の向上に貢献する潜在力があります。今後の展
望

これらの先進的な皮膚装着型および埋め込み型センサーは、将来的には、複数のバイオ
マーカーを同時に、かつ非侵襲的にモニタリングするマルチモーダルプラットフォーム
へと進化するでしょう。AIと組み合わせることで、センサーは収集した生体データをイ
ンテリジェントに解析し、ユーザーにパーソナライズされた健康情報と予測的な洞察を
提供することが可能になります。この技術は、慢性疾患の遠隔患者モニタリング、アス
リートのパフォーマンス最適化、高齢者の転倒リスク予測、さらには軍事・産業分野で
の生理学的ストレスモニタリングなど、多岐にわたる応用が期待されます。生体インタ
ーフェース技術のさらなる成熟は、個人が自身の健康をより深く理解し、主体的に管理
できる「ユビキタスヘルスケア」の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/408525653_Seamless_human_electronics_interfacing_through_advan

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/408525653_Seamless_human_electronics_interfacing_through_advanced_skin_attachable_and_implantable_sensor_technologies


#09 スマートウォッチ由来のデジタルバイオマーカーが生
物学的加齢の速度を予測：Garminデバイスデータが示す
新たな洞察

概要

Garmin製ウェアラブルデバイスから収集されたスマートウォッチ由来のデジタルバイ

オマーカーが、地域社会に住む高齢者の生物学的加齢の速度と強く関連していること
が研究により示された。日常の歩数、平均SpO2、安静時心拍数といった指標が最も強
力な予測マーカーとして浮上し、市販のウェアラブルデバイスが生物学的脆弱性の非

侵襲的な指標を提供し得る可能性を示唆している。この発見は、個別化された予防的
介入を通じて健康寿命を延ばすための新たなアプローチを開くものとして注目され
る。

公開日 2026年07月09日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに掲載された最新の研究により、Garmin製ウェアラブルデバイスから収集された
スマートウォッチ由来のデジタルバイオマーカーが、地域社会に居住する高齢者の生物
学的加齢の速度を予測する上で強力な指標となり得ることが示されました。特に、日常
の歩数、平均SpO2（血中酸素飽和度）、および安静時心拍数が、最も関連性の高い予
測マーカーとして特定されました。

技術・臨床詳細

データ収集源: この研究では、広範な参加者からGarmin製スマートウォッチを通じて
長期的に収集された、大規模なリアルワールドデータセットが活用されました。これ
には、活動量（歩数）、心肺フィットネス指標、睡眠パターン、生理的ストレスレベ
ルなど、多岐にわたるデジタルバイオマーカーが含まれます。

生物学的加齢の測定: 研究チームは、DNAメチル化などの分子レベルの指標によって
測定される「生物学的加齢」という概念を用いて、個人の加齢速度を評価しました。
これは、暦年齢だけでなく、個人の健康状態や疾患リスクをより正確に反映する指標
です。

主要な予測マーカー: 解析の結果、スマートウォッチから得られるいくつかの非侵襲
的データが、生物学的加齢の速度と統計的に有意な関連性を持つことが判明しまし
た。

日常の歩数: 活動量の多さが遅い生物学的加齢と相関。

平均SpO2: 良好な酸素飽和度が健康的な加齢に関連。

安静時心拍数: 低い安静時心拍数が健康的な心血管系と加齢パターンを示唆。

非侵襲的スクリーニングの可能性: 市販されているウェアラブルデバイスからのデー
タが、高価で侵襲的な臨床検査なしに、個人の生物学的脆弱性や加齢のペースに関す
る貴重な情報を提供し得る可能性が示唆されました。



背景・業界文脈

世界的な高齢化が進む中で、健康寿命の延伸は喫緊の課題です。従来の健康評価は、定
期的な健康診断や臨床検査に依存していましたが、これらは瞬間的なデータに過ぎず、
個人の動的な健康状態を完全に捉えることは困難でした。ウェアラブルデバイスの普及
とAIによるデータ解析技術の発展は、個人の健康を継続的にモニタリングし、早期にリ
スクを特定する新たな機会を提供しています。本研究は、このトレンドの中で、一般に
普及しているスマートウォッチが、これまで専門的なラボでのみ可能だった生物学的評
価の領域に踏み込めることを示す重要な一歩となります。今後の展望

この発見は、個別化された予防医療戦略の発展に大きな影響を与えるでしょう。スマー
トウォッチデータに基づき、生物学的加齢が加速しているリスクのある個人を早期に特
定し、運動、栄養、睡眠改善などの生活習慣介入を提案することが可能になります。将
来的には、スマートウォッチからのデータを活用したAI駆動型の健康管理アプリが開発
され、ユーザーにパーソナライズされた「アンチエイジング」プログラムや疾患予防ガ
イドラインを提供することが期待されます。この技術は、健康寿命を延ばし、医療コス
トを削減する可能性を秘めており、高齢化社会におけるウェルネス産業とデジタルヘル
ス分野のさらなる成長を促すでしょう。ただし、データのプライバシーとセキュリティ
に関する倫理的・規制的側面への配慮も不可欠となります。

元記事: https://www.mdpi.com/3042-9315/1/1/5

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/3042-9315/1/1/5


#10 Grapheal社、グラフェンセンサーで水中のPFASを迅
速検出：環境モニタリング加速へ

概要

Grapheal社が開発したグラフェンベースのセンシングプラットフォーム「PFASTシステ
ム」は、水中のPFAS（パーフルオロアルキルおよびポリフルオロアルキル物質）を迅
速に検出することを可能にし、環境モニタリングを加速させると報じられています。

このコンパクトなセンサーシステムは、グラフェン技術を利用して複雑な水サンプル
中の超微量レベルのPFASを検出します。サンプル輸送と長時間のラボ処理の必要性を
減らすことで、水事業者がより迅速な意思決定を行い、モニタリング頻度を増やすの

に役立つ可能性があります。

公開日 2026年07月09日  Labmate Online  イギリス



詳細

主要成果

Grapheal社が開発した革新的なグラフェンベースのセンシングプラットフォーム
「PFASTシステム」が、水中のPFAS（パーフルオロアルキルおよびポリフルオロアルキ
ル物質）を迅速に検出する能力で注目を集めています。このコンパクトなセンサーシス
テムは、極めて高い感度で複雑な水サンプル中の超微量レベルのPFASを特定することが
でき、環境モニタリングの効率と速度を劇的に向上させることが期待されます。この技
術は、従来の分析手法に比べて、サンプル輸送や長時間のラボ処理が不要となるため、
水事業者がより迅速かつ頻繁に水質を評価し、緊急の意思決定を行うことを可能にしま
す。

技術・臨床詳細

PFASTシステムは、グラフェンの優れた導電性と表面特性を検出メカニズムに活用して
います。グラフェンは、原子一層の薄さを持つ炭素材料であり、その高い表面積と電子
移動能力により、ターゲット分子との相互作用に非常に敏感です。このセンサーは、
PFAS分子がグラフェン表面に結合するときの電気的特性の変化を検出します。このプロ
セスは、非常に特異的であり、複雑な環境サンプルに含まれる他の物質からの干渉を最
小限に抑えます。システムは、ポータブルなデバイスとして設計されており、現場で直
接測定を行うことができます。これにより、数日かかる従来のラボ分析プロセスと比較
して、結果を数分で提供することが可能です。超微量レベル（pptレベル）での検出能
力は、PFASが非常に低濃度でも健康リスクをもたらすことから、特に重要です。

背景・業界文脈

PFASは、「永遠の化学物質」として知られ、その広範な使用と環境中での分解されにく
さから、世界的に懸念されている汚染物質です。飲料水、土壌、食品など、様々な経路
を通じて人体に取り込まれる可能性があり、発がん性、免疫系への影響、発達障害な
ど、多様な健康問題との関連が指摘されています。そのため、PFAS汚染の迅速かつ正確
なモニタリングは、公衆衛生と環境保護にとって喫緊の課題となっています。従来の
PFAS検出方法は、ガスクロマトグラフィー質量分析（GC-MS）や液体クロマトグラフ
ィー質量分析（LC-MS）といった高価で専門的なラボ機器と熟練した技術者を必要と
し、時間とコストがかかることが普及の障壁となっていました。



今後の展望

Grapheal社のPFASTシステムのようなグラフェンベースのセンサーは、PFAS汚染の管理
と対策に革命をもたらす潜在力を持っています。この技術が広く採用されれば、地方自
治体や水供給会社は、リアルタイムで水質を監視し、汚染が確認された場合に迅速に対
応できるようになります。これにより、汚染の拡大を抑制し、住民の安全を守ることが
可能となります。将来的には、このセンシングプラットフォームが、PFAS以外の他の環
境汚染物質の検出にも応用される可能性があります。低コスト、高感度、迅速検出とい
う特性は、世界中の環境モニタリングを民主化し、持続可能な社会の実現に大きく貢献
するでしょう。

元記事: https://www.labmate-online.com/news/laboratory-products/3/grapheal/graphene-sensors-

enable-rapid-pfas-detection/68006

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.labmate-online.com/news/laboratory-products/3/grapheal/graphene-sensors-enable-rapid-pfas-detection/68006
https://www.labmate-online.com/news/laboratory-products/3/grapheal/graphene-sensors-enable-rapid-pfas-detection/68006


#11 臓器オンチップマイクロ流体プラットフォームへの電
気化学センサー統合：薬物開発と精密医療のリアルタイム
モニタリングを革新

概要

本論文は、臓器オンチップ（OoC）マイクロ流体プラットフォームへの電気化学セン

サー統合が、バイオセンシング、マイクロ流体力学、マイクロ生理システム（MPS）
の急速な発展を牽引していると概説しています。これらのセンサーは、組織-デバイス
界面での生化学的および生物物理学的イベントを定量可能な電気信号に変換すること

で、代謝活性の変化、生体分子勾配、バリア機能、薬物応答といった主要な生理学的
パラメータのリアルタイム、ラベルフリー、高感度モニタリングを可能にします。こ
れにより、薬物発見と精密医療におけるより正確で効率的な評価が期待されます。

公開日 2026年07月02日  PubMed (Biosensors and Bioelectronics)  グローバル



詳細

主要成果

バイオセンシング、マイクロ流体力学、マイクロ生理システム（MPS）の境界領域にお
いて、臓器オンチップ（OoC）マイクロ流体プラットフォームへの電気化学センサーの
統合が、薬物開発と精密医療を革新する主要な成果として注目されています。これらの
センサーは、生体組織とデバイスの界面で発生する複雑な生化学的および生物物理学的
イベントを、リアルタイムかつラベルフリーで、さらに高感度に定量可能な電気信号へ
と変換します。これにより、代謝活性の変化、生体分子の濃度勾配、細胞バリア機能、
および薬物や毒性化合物に対する組織の応答など、多岐にわたる重要な生理学的パラメ
ータの連続モニタリングが実現され、従来の手法では得られなかった深層的な洞察を提
供します。

技術・臨床詳細

電気化学センサーは、電極と分析対象物質の間の電気化学反応を測定することで機能し
ます。OoCプラットフォームに統合されたこれらのセンサーは、非常に小さい体積の液
体（数マイクロリットル）中で動作し、生きた細胞や組織が培養されているマイクロ環
境の特定の場所に配置されます。例えば、グルコース、乳酸、酸素、pH、活性酸素種
などの代謝物の濃度変化をリアルタイムで検出することができます。これにより、薬物
投与後の細胞のエネルギー代謝の変化や、組織の炎症反応などを直接的に観察すること
が可能になります。また、電気インピーダンス測定を用いて、細胞バリアの完全性や細
胞の形態変化を非破壊的にモニタリングすることもできます。これらのセンサーは、自
動化されたデータ収集と分析を可能にし、ハイスループットな薬物スクリーニングや毒
性試験において、より信頼性の高い結果を提供します。



背景・業界文脈

従来の薬物開発では、動物実験や2次元細胞培養が用いられてきましたが、これらはヒ
トの生理学的反応を十分に再現できないという限界がありました。臓器オンチップ技術
は、ヒトの臓器の微小環境と機能を模倣することで、これらの課題を克服し、より生体
に近い薬物応答評価を可能にする革新的なプラットフォームです。しかし、OoCプラッ
トフォームがその潜在能力を最大限に発揮するためには、培養されている組織の状態を
リアルタイムで詳細にモニタリングする能力が不可欠でした。電気化学センサーの統合
は、このモニタリング機能を飛躍的に向上させ、薬物スクリーニング、毒性試験、疾患
モデル構築、および個別化医療における薬物応答の予測精度を劇的に高めるものとして
期待されています。

今後の展望

電気化学センサー統合型OoCプラットフォームの技術は、薬物発見プロセスを加速し、
前臨床段階での失敗率を低減する可能性を秘めています。将来的には、複数の臓器オン
チップを接続した「ヒューマンオンチップ」システムにおいて、全身の薬物動態学
（PK）および薬力学（PD）をより正確にモデル化する上で中心的な役割を果たすでし
ょう。また、患者由来の細胞を用いたOoCプラットフォームにセンサーを統合すること
で、個別化された薬物スクリーニングが可能となり、特定の患者に最適な治療法を選択
する「精密医療」の実現に貢献します。さらには、AIと組み合わせることで、センサー
から得られた膨大なデータを自動で解析し、薬物応答の予測モデルを構築するなど、新
たな研究領域を切り開くことも期待されます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42398121/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42398121/


#12 臓器チップが創薬パイプラインに接近：高スループッ
ト、AI統合でヒト疾患モデルの精度向上へ

概要

臓器オンチップ技術は、ヒト疾患をモデル化し薬物応答を評価するプラットフォーム
として進化し、創薬パイプラインへの接近を加速しています。これらのマイクロ流体
デバイスは生きたヒト細胞で裏打ちされ、組織構造、流体の流れ、機械的力の重要な

側面を再現します。薬物発見における臓器チップの役割を拡大するためには、より高
いスループット、低コスト、インラインイメージング、センサー、AI、計算モデリン
グを統合した自動臓器チップ培養システムが重要であると指摘されています。

公開日 2026年07月10日  Drug Target Review  イギリス



詳細

主要成果

臓器オンチップ（OoC）技術が、ヒト疾患のモデリングと薬物応答の評価におけるその
役割を急速に拡大し、創薬パイプラインへの統合に大きく近づいています。これらの洗
練されたマイクロ流体デバイスは、生きたヒト細胞で構築され、実質的な組織構造、生
理学的な流体の流れ、および細胞に作用する機械的力といったヒト臓器の重要な微小環
境を忠実に再現します。この技術のさらなる推進力として、より高いスループット、低
コスト化、インラインイメージング、高度なセンサー、人工知能（AI）、そして計算モ
デリングを統合した自動臓器チップ培養システムの開発が不可欠であると強調されてい
ます。

技術・臨床詳細

臓器オンチップデバイスは、微細なチャネルとチャンバーを持つポリマー基板上に設計
され、血管、肺胞、腸絨毛、腎臓ネフロンなど、特定の臓器の最小機能単位を模倣しま
す。細胞はこれらのチャネル内に培養され、特定の栄養素を含む培地が灌流され、生理
学的関連性のあるせん断応力や機械的歪みが再現されます。この環境は、従来の2次元
培養や動物モデルよりもはるかに正確にヒトの生体反応を反映します。創薬プロセスに
おいて、臓器チップは新しい薬物候補の有効性、毒性、代謝プロファイルを評価するた
めの高スループットなスクリーニングプラットフォームとして機能します。特に、イン
ラインイメージング技術と統合されたセンサーは、リアルタイムで細胞の生存率、形態
変化、代謝活性、遺伝子発現などのパラメータを継続的にモニタリングすることを可能
にします。AIと計算モデリングは、これらの膨大なデータを解析し、薬物応答の予測モ
デルを構築することで、リード化合物の最適化と前臨床試験の成功率向上に貢献しま
す。



背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、高コスト、長期間、そして高い失敗率という課題に直面してい
ました。動物実験は倫理的な懸念と種差による予測性の限界があり、2次元細胞培養は
生体内の複雑性を再現できませんでした。臓器オンチップ技術は、これらの限界を克服
し、より正確なヒトの生理学的モデルを提供することで、より効率的で倫理的な薬物開
発を可能にするものとして大きな期待が寄せられています。規制当局も、新薬開発にお
ける臓器チップの利用を積極的に検討しており、すでにFDAは、臨床試験に代わる手段
として「代替方法」の使用を促進する法律を導入しています。これにより、医薬品開発
者はより迅速かつ費用対効果の高い方法で有望な治療法を特定できるようになります。

今後の展望

臓器オンチップ技術の将来は、その自動化と統合のレベルによって大きく左右されま
す。複数の臓器チップを接続して全身の生理機能をシミュレートする「ヒューマンオン
チップ」システムの開発は、薬物動態学（PK）と薬力学（PD）のより包括的な理解を
可能にし、複合的な疾患や多剤併用療法の影響を評価する道を開くでしょう。また、患
者由来のiPS細胞を用いた臓器チップは、個別化医療を実現するための究極のプラット
フォームとなる可能性があります。AIとバイオセンサーのさらなる統合は、リアルタイ
ムでのデータ駆動型意思決定を可能にし、創薬プロセス全体をインテリジェントに最適
化します。これにより、より安全で効果的な薬剤が、より迅速に患者に届けられる未来
が期待されます。

元記事: https://www.drugtargetreview.com/home/organ-chips-move-closer-to-drug-discovery-

pipelines/2135901.article

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugtargetreview.com/home/organ-chips-move-closer-to-drug-discovery-pipelines/2135901.article
https://www.drugtargetreview.com/home/organ-chips-move-closer-to-drug-discovery-pipelines/2135901.article


#13 AIとオルガノイドプラットフォームが精密医療を推
進：マルチオミクス、デジタルツイン、MPSの統合で生理
学的パラメータを連続モニタリング

概要

本論文は、人工知能（AI）とオルガノイド技術の融合が精密医療への変革的な進歩を

もたらすことを示唆しています。オルガノイドオンチップ技術における最近の進展
は、バイオセンサー、マイクロ流体プラットフォーム、およびAI駆動型分析を統合し
て適応型フィードバック制御システムを確立する実現可能性を示しています。これら

のプラットフォームは、酸素レベル、栄養消費、代謝活動、組織特異的機能出力など
の生理学的パラメータを連続モニタリングし、リアルタイムの実験観察に基づいてデ
ジタルツインモデルを動的に更新することを可能にします。これにより、薬物スクリ

ーニング、疾患モデリング、個別化治療の精度が向上します。

公開日 2026年07月02日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

人工知能（AI）とオルガノイド技術の革新的な融合が、精密医療の分野にパラダイムシ
フトをもたらす大きな可能性を秘めていることが、本論文によって示唆されています。
オルガノイドオンチップ技術の最近の進展は、バイオセンサー、マイクロ流体プラット
フォーム、およびAI駆動型分析をシームレスに統合し、高度な適応型フィードバック制
御システムを確立する実現可能性を明確に示しています。これらの統合プラットフォー
ムは、酸素レベル、栄養消費、代謝活動、組織特異的機能出力といった多様な生理学的
パラメータの連続的なモニタリングを可能にするだけでなく、リアルタイムの実験観察
に基づいてデジタルツインモデルを動的に更新することで、薬物スクリーニング、疾患
モデリング、および個別化治療の精度を飛躍的に向上させます。

技術・臨床詳細

この統合システムでは、オルガノイド（自己組織化された3D細胞培養モデル）がマイク
ロ流体チップ上で培養され、生体内の微小環境を模倣します。チップ内には、電気化学
センサーや光学センサーなどのバイオセンサーが埋め込まれており、オルガノイド周囲
の微小環境における生化学的変化（例：pH、酸素濃度、グルコース消費、乳酸生成）
をリアルタイムで検出します。これらのセンサーから得られる膨大なデータは、AIアル
ゴリズムによって継続的に分析されます。AIは、データパターンを識別し、オルガノイ
ドの挙動や生理学的状態を予測し、さらに実験条件を自動的に調整するフィードバック
制御ループを実装します。例えば、特定の薬物に対するオルガノイドの反応をモニタリ
ングし、その代謝活動が変化した場合には、AIがデジタルツインモデルを更新して、薬
物動態学や薬力学の予測を改善します。この動的な更新により、研究者はより正確な薬
物候補の選択や、疾患メカニズムの深い理解を得ることができます。



背景・業界文脈

従来の2D細胞培養や動物モデルは、ヒトの複雑な生理学的応答や薬物動態を十分に再現
できないという限界がありました。オルガノイドは、より生体に近い3D構造と機能を持
つため、これらの課題を克服する有望なツールとして注目されています。しかし、オル
ガノイド単独では、その生理学的状態をリアルタイムで詳細にモニタリングし、外部刺
激に対する動的な応答を完全に把握することは困難でした。AI、バイオセンサー、マイ
クロ流体技術の統合は、オルガノイドのポテンシャルを最大限に引き出し、薬物スクリ
ーニング、疾患メカニズムの研究、そして最終的には患者個別化治療への橋渡しを可能
にするものです。この技術は、薬物開発の失敗率を低減し、より迅速かつ効果的な治療
法を患者に提供するための鍵となると期待されています。

今後の展望

AIとオルガノイドプラットフォームの統合は、精密医療の未来を形作る上で極めて重要
な役割を果たすでしょう。将来的には、患者由来のiPS細胞から作製されたオルガノイ
ドをこのプラットフォームで利用することで、個々の患者に最適な薬剤選択と投与計画
を立てる「個別化創薬」が現実のものとなります。さらに、複数の臓器オルガノイドを
接続し、全身の薬物動態や相互作用をシミュレートする「マルチオルガンオンチップ」
への拡張も視野に入っています。AIは、これらの複雑なシステムから生成される膨大な
マルチオミクスデータを統合し、疾患の新たなバイオマーカーを発見し、治療応答を予
測するための強力なツールとなります。この技術は、薬物開発の効率を劇的に向上さ
せ、難治性疾患に対する画期的な治療法の発見を加速させるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2674-1172/5/3/20

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2674-1172/5/3/20


#14 デジタルバイオマーカーとリモートモニタリングを活
用したハイブリッドPK/PDモデル：前臨床から臨床への橋
渡しで深層的洞察を獲得

概要

本レビューは、デジタルバイオマーカーとリモートモニタリング技術の急速な成長を

強調しており、生理学的および行動学的エンドポイントの連続測定を可能にすると述
べています。ウェアラブルセンサーやリモート患者モニタリングを含む前臨床デジタ
ルバイオマーカーとその臨床アナログの両方を網羅しています。ハイブリッドメカニ

スティック・機械学習（ML）モデリングは、機械学習を用いて生データを情報豊富な
要約変数に変換し、因果構造と生理学的制約を維持しつつ、デジタルバイオマーカー
からより深い洞察を得ることを可能にします。

公開日 2026年07月05日  Frontiers  スイス



詳細

主要成果

デジタルバイオマーカーとリモートモニタリング技術の急速な進展は、生理学的および
行動学的エンドポイントの連続測定を可能にし、薬物動態学（PK）/薬力学（PD）モデ
リングに新たなパラダイムをもたらしています。本レビューでは、ウェアラブルセンサ
ーやリモート患者モニタリング（RPM）を通じて得られる前臨床および臨床の両デジタ
ルバイオマーカーの重要性を強調しています。特に、ハイブリッドメカニスティック・
機械学習（ML）モデリングアプローチが注目され、これは機械学習を用いて生データ
を情報豊富な要約変数に変換し、因果構造と生理学的制約を維持しながら、デジタルバ
イオマーカーからより深い洞察を引き出すことを可能にします。これにより、前臨床研
究から臨床応用への橋渡しがより効果的かつ精密になります。

技術・臨床詳細

デジタルバイオマーカーは、ウェアラブルデバイス（スマートウォッチ、フィットネス
トラッカー、スマートパッチなど）やモバイルアプリケーションを介して、心拍数、活
動量、睡眠パターン、皮膚温、呼吸数といった生理学的および行動学的データを連続的
に収集します。これらの生データは、機械学習アルゴリズムによって特徴抽出され、例
えば「睡眠の質スコア」や「ストレスレベル指標」のような、より高次の情報豊富な要
約変数に変換されます。この特徴抽出プロセスは、元の生データのノイズを除去し、臨
床的に意味のあるパターンを浮き彫りにします。ハイブリッドPK/PDモデルでは、薬物
の体内動態（PK）と薬効（PD）を記述するメカニスティックモデルが、機械学習によ
るデータ駆動型のアプローチと組み合わされます。これにより、薬物の曝露とデジタル
バイオマーカーの変化との間の複雑な関係を、生理学的妥当性を保ちつつ、より正確に
モデル化することが可能になります。例えば、抗うつ薬の投与後、患者の活動量や睡眠
パターンがどのように変化するかを、メカニスティックな薬物動態とMLによる行動パ
ターン分析を統合して予測することができます。



背景・業界文脈

従来のPK/PDモデリングは、主に実験室でのデータや臨床試験での限られた時点の測定
値に基づいて行われてきました。しかし、患者の日常生活における生理学的・行動学的
変動は、薬物応答に大きな影響を与えることが知られています。デジタルバイオマーカ
ーとRPMの登場は、このリアルワールドデータを大規模に収集し、薬物開発と個別化医
療の精度を向上させる機会を提供します。製薬業界は、臨床試験の費用対効果を高め、
より個別化された治療法を開発するために、これらの新しいデータ源とモデリング手法
の統合に注力しています。このアプローチは、薬剤の安全性と有効性をより早期に、よ
り正確に評価することを可能にし、開発期間の短縮と成功率の向上に貢献します。

今後の展望

ハイブリッドメカニスティック・機械学習PK/PDモデルは、精密医療の実現において極
めて重要なツールとなるでしょう。将来的には、これらのモデルが、患者の遺伝的背
景、生活習慣、他の併用薬など、より多くの個別化されたデータを統合することで、治
療反応の予測精度がさらに向上することが期待されます。また、AIがリアルタイムで患
者のデジタルバイオマーカーを分析し、最適な薬物投与量を推奨する「閉ループシステ
ム」の開発も視野に入っています。これにより、慢性疾患患者の薬物管理が自動化さ
れ、副作用を最小限に抑えつつ最大の治療効果が得られる可能性があります。この技術
は、創薬から市販後モニタリングまで、薬剤のライフサイクル全体にわたる意思決定を
情報化し、患者中心の医療を強力に推進するでしょう。

元記事: https://www.frontiersin.org/article/1815118

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/article/1815118


#15 グルコースを超えて：代謝、ホルモン、炎症性バイオ
マーカーの連続モニタリングを可能にするウェアラブルお
よび埋め込み型バイオセンサーの進展

概要

本レビューは、ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーが、代謝、ホルモン、

炎症性バイオマーカーの連続モニタリングを可能にすることで、生化学的評価を断続
的な検査から継続的な生理学的モニタリングへと移行させていると述べています。こ
れらのデバイスは、マイクロニードル、経皮パッチ、スマートテキスタイル、コンタ

クトレンズなどのアーキテクチャを使用して、間質液、汗、唾液、涙、血液、創傷滲
出液などの生体液中のバイオマーカーを検出します。特に個別化された心臓代謝ケア
が、次世代バイオセンサーの最も魅力的な参入点であると強調されています。

公開日 2026年07月08日  Frontiers  スイス



詳細

主要成果

ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサーの技術進歩は、生化学的評価のパラダイ
ムを、断続的な検査から代謝、ホルモン、炎症性バイオマーカーの継続的な生理学的モ
ニタリングへと移行させています。これらの革新的なデバイスは、間質液、汗、唾液、
涙、血液、創傷滲出液など、様々な生体液中の複数のバイオマーカーをリアルタイムで
検出することを可能にし、個別化されたヘルスケアに革命をもたらす潜在力を持ってい
ます。特に、個別化された心臓代謝ケアは、次世代バイオセンサーにとって最も有望か
つ魅力的な市場参入ポイントとして強調されています。

技術・臨床詳細

これらのバイオセンサーは、多様なアーキテクチャ（マイクロニードル、経皮パッチ、
スマートテキスタイル、コンタクトレンズ、皮下埋め込み型デバイスなど）を介して機
能します。検出原理は、電気化学的、光学的、機械的、または熱的なものを含み、ター
ゲットとなるバイオマーカー（例：グルコース、乳酸、コルチゾール、サイトカイン、
電解質）に特異的に反応するよう設計されています。例えば、マイクロニードルパッチ
は皮膚の最外層を貫通して間質液にアクセスし、特定の代謝物やホルモンを検出しま
す。スマートテキスタイルに組み込まれたセンサーは、汗から電解質や乳酸をモニタリ
ングできます。これらのデバイスは、収集したデータをワイヤレスでスマートフォンや
クラウドプラットフォームに送信し、AI/機械学習アルゴリズムによって解析されるこ
とで、個人の健康トレンドや異常を識別します。この連続的なデータ収集は、特定の健
康状態の微妙な変化を捉え、疾患の早期発見や予防、治療介入の最適化に不可欠な情報
を提供します。



背景・業界文脈

従来の健康モニタリングは、病院での定期的な検査や自宅での自己測定に依存してお
り、患者の生理学的状態の包括的かつリアルタイムな把握が困難でした。しかし、慢性
疾患の増加と個別化医療への需要の高まりにより、より継続的で非侵襲的なモニタリン
グソリューションが求められています。ウェアラブルおよび埋め込み型バイオセンサー
は、このニーズに応えるものとして、過去10年間にわたり急速に発展してきました。特
に、連続血糖モニタリング（CGM）の成功は、他のバイオマーカーに対する連続モニタ
リング技術への道を開きました。心臓代謝疾患（糖尿病、高血圧、肥満など）は、その
有病率の高さと複雑な相互作用から、複数のバイオマーカーの同時モニタリングが極め
て重要であり、この分野でのブレークスルーが特に期待されています。

今後の展望

次世代バイオセンサーは、複数のバイオマーカーを同時に、かつ高精度でモニタリング
できる多機能システムへと進化するでしょう。これにより、個人の心臓代謝リスクをよ
り包括的に評価し、早期介入を可能にすることで、心臓発作や脳卒中といった重篤なイ
ベントの発生を予防する可能性を秘めています。さらに、これらのセンサーは、AIと統
合されることで、膨大な生体データからパーソナライズされた健康洞察と行動変容を促
すフィードバックを提供するでしょう。将来的には、これらのデバイスが予防医療、個
別化栄養学、ストレス管理、さらには早期疾患診断において不可欠なツールとなり、患
者が自身の健康を能動的に管理する「デジタルヘルス」の未来を形作ることが期待され
ます。規制当局も、これらの革新的なデバイスの承認プロセスを合理化し、市場への迅
速な導入を促進することが求められます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/bioengineering-and-

biotechnology/articles/10.3389/fbioe.2026.1885022/pdf

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/bioengineering-and-biotechnology/articles/10.3389/fbioe.2026.1885022/pdf
https://www.frontiersin.org/journals/bioengineering-and-biotechnology/articles/10.3389/fbioe.2026.1885022/pdf


#16 バイオセンサーの進歩：基礎原理からAI駆動型センシ
ングへ進化

概要

この章では、ウェアラブルバイオセンサーが、汗、唾液、間質液、涙などの非侵襲的
な体液から生理学的および生化学的マーカーを収集するための革新的なプラットフォ
ームとして紹介されています。AI分析との統合により、慢性疾患管理や個別化された

ヘルスケアにおける予測的な健康洞察が強化されると述べています。バイオセンサー
は、集中型ラボからポイントオブケア（POC）およびポイントオブニード設定への分
析テストの移行の中心となっています。

公開日 2026年07月06日  IntechOpen  グローバル



詳細

主要成果

バイオセンサー技術は、その基礎原理から人工知能（AI）駆動型センシングへと目覚ま
しい進化を遂げており、特にウェアラブルバイオセンサーは、非侵襲的な体液（汗、唾
液、間質液、涙など）から生理学的および生化学的マーカーを収集する革新的なプラッ
トフォームとして位置づけられています。これらのセンサーとAI分析の統合は、慢性疾
患管理や個別化されたヘルスケアにおいて、これまで不可能だった予測的な健康洞察を
提供し、疾患の早期発見、進行モニタリング、および治療効果の最適化に大きく貢献し
ます。この進歩は、分析テストの中心を集中型ラボからポイントオブケア（POC）およ
びポイントオブニード（PoN）の環境へと移行させる上で不可欠な要素となっていま
す。

技術・臨床詳細

ウェアラブルバイオセンサーは、特定の生体分子や生理学的変化を検出するための認識
要素（酵素、抗体、核酸など）と、その相互作用を電気信号や光信号などの測定可能な
出力に変換するトランスデューサーを組み合わせたものです。最新のデバイスは、小型
化、高感度化、および複数のバイオマーカーを同時に検出する多重検出機能を備えてい
ます。例えば、スマートウォッチやパッチ型センサーは、心拍数、皮膚温、酸素飽和
度、グルコース、乳酸などの情報をリアルタイムで収集します。AI分析は、これらの連
続的なデータを処理し、ノイズを除去し、異常パターンを識別し、個人化された健康リ
スクを予測するための複雑なアルゴリズムを適用します。これにより、患者の活動レベ
ル、睡眠サイクル、ストレス応答といった生活習慣因子と生体マーカーの間の相関関係
が明らかになり、疾患の予兆や進行をより早期に把握できるようになります。

背景・業界文脈

伝統的な医療診断は、定期的な採血や尿検査など、断続的で侵襲的な方法に依存してい
ました。しかし、慢性疾患の増加と予防医療への関心の高まりにより、より継続的で非
侵襲的な健康モニタリングへの需要が劇的に増加しています。バイオセンサーは、この
ニーズに応えるための理想的な技術であり、患者が自宅や日常環境で自身の健康状態を
能動的に管理することを可能にします。AIとの統合は、生のセンサーデータを単なる数
値の羅列から、臨床的に実行可能な洞察へと変換する力を与え、医療提供者と患者双方
にとって意思決定プロセスを強化します。この技術の進化は、医療コストの削減、患者
の生活の質の向上、および公衆衛生の改善に大きく貢献すると期待されています。



今後の展望

AI駆動型ウェアラブルバイオセンサーは、個別化された予防医療の実現に向けた中核技
術となるでしょう。将来的には、これらのデバイスがより洗練され、より広範なバイオ
マーカーを正確に検出できるようになることが期待されます。また、他のデジタルヘル
ス技術（例：電子カルテ、遠隔医療プラットフォーム）とのシームレスな統合が進み、
医療エコシステム全体で患者データを共有・活用するプラットフォームが構築されるで
しょう。AIは、これらの膨大なデータから疾患の新たなバイオマーカーを発見し、治療
法の開発を加速する可能性も秘めています。この技術の普及により、患者はより健康な
生活を送るためのパーソナライズされた指導をリアルタイムで受けられるようになり、
医療提供者はより効率的かつ効果的なケアを提供できるようになります。

元記事: https://www.intechopen.com/online-first/1241611

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.intechopen.com/online-first/1241611


#17 ナノセンサーとナノバイオセンサーが農業と環境モニ
タリングを革新：高感度・迅速診断で汚染物質を識別

概要

本レビューは、ナノスケール材料（金ナノ粒子、カーボンナノチューブ、グラフェ
ン、量子ドットなど）を使用することで、ナノバイオセンサーの感度、応答時間、安
定性が大幅に向上し、農業および環境モニタリングにおけるより正確な診断が可能に

なると説明しています。環境モニタリングでは、ナノバイオセンサーが土壌、水、空
気中の重金属、微生物汚染物質、有機汚染物質、新しい有毒物質の識別において顕著
な有効性を示しています。アプタマーベースのバイオセンサーは、水質汚染における

細菌細胞、細菌毒素、ウイルス、マイコトキシン、重金属の検出に応用されていま
す。

公開日 2026年07月08日  International Journal on Science and Technology  グローバル



詳細

主要成果

ナノスケール材料を基盤とするナノセンサーおよびナノバイオセンサーは、その卓越し
た感度、迅速な応答時間、および高い安定性により、農業および環境モニタリング分野
に革命をもたらしています。金ナノ粒子、カーボンナノチューブ、グラフェン、量子ド
ットなどの先進材料の利用により、これらのセンサーは、土壌、水、空気中の重金属、
微生物汚染物質、有機汚染物質、さらには新たな有毒物質といった広範な汚染物質を、
これまでになく高精度で識別できることが、本レビューで強調されています。特に、水
質汚染においては、アプタマーベースのバイオセンサーが細菌細胞、細菌毒素、ウイル
ス、マイコトキシン、重金属の検出において顕著な有効性を示しています。

技術・臨床詳細

ナノバイオセンサーは、そのナノスケール構造により、分析対象物（ターゲット）との
相互作用面積を最大化し、極めて低い濃度でもターゲット分子を検出することが可能で
す。例えば、グラフェンベースのセンサーは、その高い導電性と表面積により、分子の
吸着によるわずかな電気的変化を高感度に検出します。金ナノ粒子は、表面プラズモン
共鳴（SPR）効果を利用して、生体分子の結合による光学特性の変化を検出でき、高い
感度とリアルタイム性を提供します。アプタマーは、特定のターゲット分子に特異的に
結合する一本鎖核酸（DNAまたはRNA）であり、抗体よりも安定性が高く、合成が容易
であるという利点があります。これらのアプタマーをナノ材料の表面に固定化すること
で、細菌、ウイルス、毒素などの病原体を高い選択性で検出するバイオセンサーが構築
されます。これらのセンサーは、迅速なオンサイト分析を可能にし、従来のラボベース
の分析と比較して、時間とコストを大幅に削減します。

背景・業界文脈

農業分野では、作物の病害、土壌の栄養状態、農薬残留のモニタリングが収穫量と食品
安全を確保するために不可欠です。環境モニタリングでは、産業排水、生活排水、大気
汚染などによる生態系への影響を評価し、公衆衛生を守るために、迅速かつ正確な汚染
物質の検出が求められています。しかし、従来の化学分析法は、専門的な設備、高価な
試薬、熟練した技術者を必要とし、リアルタイムでの広範囲なモニタリングには不向き
でした。ナノセンサーとナノバイオセンサーの登場は、これらの課題に対する革新的な
解決策を提供し、どこでも、誰でも、手軽に環境状態を監視できる「分散型モニタリン
グ」の可能性を広げています。



今後の展望

ナノセンサーとナノバイオセンサーの技術は、農業および環境モニタリングの未来を大
きく変えるでしょう。将来的には、これらのセンサーが、より複合的な環境因子を同時
にモニタリングできる多重検出システムへと進化し、ドローンやロボットと連携して広
大なエリアを自律的に監視するようになることが期待されます。また、AIと組み合わせ
ることで、センサーから得られる膨大なデータをリアルタイムで解析し、汚染拡散モデ
ルの予測、最適な対策の推奨、作物の病害早期発見と精密農業への応用も進むでしょ
う。これにより、食品の安全性向上、持続可能な農業実践の推進、そして地球規模での
環境保護に大きく貢献することが見込まれます。規制当局や産業界との連携により、こ
れらの技術の実用化と普及が加速されることが期待されます。

元記事: https://www.ijsat.org/papers/2026/3/11376.pdf

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ijsat.org/papers/2026/3/11376.pdf


#18 マイクロ流体プラットフォーム設計の再考：センサ
ー、イメージング、計算の統合でオルガノイドオンチップ
の連続モニタリングを強化

概要

本記事は、マイクロ流体プラットフォームの設計を再考し、オルガノイドオンチップ

デバイスに電気化学、光学、物理センサーを統合することで、pH、溶存酸素、代謝
物、分泌されたバイオマーカーの連続モニタリングが可能になると論じています。統
合された電気化学免疫センサーや物理センサーが、マルチオルガンオンチッププラッ

トフォーム内で、医薬品化合物に対するオルガノイドの応答を自動的、継続的、その
場でモニタリングすることを可能にすることが実証されています。これにより、薬物
開発と毒性試験の精度と効率が向上します。

公開日 2026年07月07日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

マイクロ流体プラットフォームの設計を根本的に再考することで、オルガノイドオンチ
ップデバイスにおけるセンサー、イメージング、および計算機能の統合が大きく進展し
ています。これにより、pH、溶存酸素、代謝物、および分泌されたバイオマーカーと
いった重要な生理学的パラメータの連続モニタリングが現実のものとなります。特に、
統合された電気化学免疫センサーや物理センサーは、マルチオルガンオンチッププラッ
トフォーム内で、医薬品化合物に対するオルガノイドの応答を自動的、継続的、かつそ
の場でモニタリングする能力を実証しました。これは、創薬スクリーニング、毒性試
験、および疾患モデリングの精度と効率を飛躍的に向上させる画期的な進歩です。

技術・臨床詳細

本研究で提案される統合型マイクロ流体プラットフォームは、オルガノイドが培養され
る微小環境に、複数の種類のセンサーを埋め込むことで機能します。電気化学センサー
は、培地中のイオン濃度、pH値、溶存酸素レベル、およびグルコースや乳酸などの代
謝物の変化をリアルタイムで検出します。例えば、電気化学インピーダンス分光法
（EIS）を用いて、細胞バリア機能や細胞の形態変化を非侵襲的にモニタリングできま
す。光学センサーは、蛍光や吸光度に基づいて特定のバイオマーカー（分泌されたタン
パク質など）を検出したり、細胞の生存率を画像解析で評価したりします。物理センサ
ー（例：圧力センサー、流量センサー）は、チップ内の流体力学的条件を正確に制御
し、機械的刺激に対する組織の応答を測定します。これらのセンサーから得られる膨大
なデータは、オンチップの計算ユニットや外部のAIシステムによって処理・解析され、
オルガノイドの健康状態、薬物応答、および病態進行に関する包括的な情報を提供しま
す。この統合により、手動での介入を最小限に抑えつつ、長期間にわたる実験が可能と
なります。



背景・業界文脈

臓器オンチップ技術は、従来の2次元細胞培養や動物実験の限界を克服し、より生体に
近いヒトの生理学的応答を再現する強力なツールとして期待されています。しかし、そ
の潜在能力を最大限に引き出すためには、培養されている組織の状態をリアルタイムで
詳細に、かつ非破壊的にモニタリングする能力が不可欠でした。これまでのシステム
は、しばしば外部の分析機器に依存しており、連続モニタリングやハイスループットな
解析に課題がありました。センサー、イメージング、計算機能をマイクロ流体プラット
フォーム自体に統合するというアプローチは、これらのボトルネックを解消し、薬物開
発プロセスの効率と精度を大幅に向上させます。これにより、前臨床段階での失敗率を
低減し、より迅速に有望な治療法を特定できるようになります。

今後の展望

センサー、イメージング、計算が一体となったマイクロ流体プラットフォームは、創薬
研究と個別化医療の未来を大きく変えるでしょう。将来的には、複数のオルガノイドオ
ンチップを接続し、全身の薬物動態学と薬力学をモデル化する「ヒューマンオンチッ
プ」システムへと進化する可能性があります。このプラットフォームは、患者由来の細
胞を用いることで、個々の患者に最適な薬剤選択や投与計画を立てる「精密創薬」の実
現に向けた強力なツールとなります。さらに、AIと機械学習アルゴリズムを組み合わせ
ることで、センサーから得られた膨大なデータから疾患の新たなバイオマーカーを発見
し、薬物応答の予測モデルを構築するなど、新たな研究領域を切り開くことも期待され
ます。これにより、より安全で効果的な治療法が、より迅速に患者に届けられる未来が
現実のものとなるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2072-666X/17/7/807

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2072-666X/17/7/807


#19 プラズモンスプーン型プラットフォームに基づくバイ
オセンサー、大腸菌をポイントオブケアで迅速検出

概要

本研究は、大腸菌検出のためのポイントオブケアツールとして、プラズモンスプーン
型プラットフォームに基づくバイオセンサーを報告しています。プラズモンバイオセ
ンサーは、機能化された金属ナノフィルムまたはナノ構造と誘電体媒体との界面にお

けるわずかな屈折率の変化を利用してリアルタイム結果を生成します。このプラット
フォームは、外部マイクロ流体システムを必要とせず、迅速なオンサイト分析に適し
ており、食品安全や公衆衛生分野での活用が期待されます。

公開日 2026年07月08日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

新しい研究で、大腸菌（Escherichia coli）を迅速かつ高感度に検出するためのポイント
オブケア（POC）ツールとして、プラズモンスプーン型プラットフォームに基づくバイ
オセンサーが開発されました。この革新的なセンサーは、外部のマイクロ流体システム
を必要としない独自の設計により、迅速なオンサイト分析に非常に適しています。プラ
ズモンバイオセンサーは、機能化された金属ナノフィルムまたはナノ構造と誘電体媒体
の界面で発生するわずかな屈折率の変化を利用してリアルタイムで結果を生成する能力
を持っており、食品安全、水質管理、臨床診断など、幅広い分野での応用が期待されま
す。

技術・臨床詳細

プラズモンスプーン型プラットフォームは、表面プラズモン共鳴（SPR）の原理を活用
しています。SPRは、金属と誘電体（例えば水）の界面に存在する自由電子の集団振動
であり、この振動は表面に特定の分子が結合することで変化します。センサーの「スプ
ーン型」構造は、検出表面積を最大化し、分析対象物（大腸菌）の捕捉効率を高めるよ
うに最適化されています。センサー表面には、大腸菌に特異的に結合する抗体やアプタ
マーなどの認識要素が固定化されます。大腸菌が存在すると、それが表面に結合し、周
囲の屈折率が変化することでSPRシグナルがシフトします。このシフトを光学的に検出
することで、大腸菌の有無と濃度をリアルタイムで測定できます。外部のマイクロ流体
システムが不要なため、デバイスはよりシンプルでコンパクトになり、電力消費も抑え
られます。これにより、非専門家でも簡単に操作でき、ラボ環境がない場所でも高精度
な検査が可能です。

背景・業界文脈

大腸菌は、食品や水の汚染の一般的な指標であり、特定の病原性株は深刻な胃腸炎や腎
不全を引き起こす可能性があります。そのため、食品や水の供給における大腸菌の迅速
かつ正確な検出は、公衆衛生と安全の確保に不可欠です。従来の細菌検出方法（培養法
など）は、結果が出るまでに数時間から数日を要し、緊急の対応が求められる状況には
不向きでした。また、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）などの分子生物学的技術は高感度
ですが、専門的な機器と熟練した技術者を必要とします。プラズモンバイオセンサー
は、これらの課題を克服し、迅速、高感度、そして現場での利用が可能な代替手段とし
て、大きな期待を集めています。



今後の展望

プラズモンスプーン型プラットフォームに基づくこのバイオセンサーは、食品製造工
場、水処理施設、医療施設、さらには家庭での利用といった、多岐にわたる現場での大
腸菌検出に革新をもたらす可能性があります。そのコンパクトさ、迅速性、および使い
やすさは、食中毒のアウトブレイクを早期に検出し、拡大を防ぐ上で極めて重要となる
でしょう。将来的には、大腸菌以外の他の病原菌や汚染物質の多重検出にも応用範囲が
拡大することが期待されます。また、スマートフォンとの連携によるデータ解析やクラ
ウドへの結果アップロード機能が追加されることで、公衆衛生監視システムへの統合も
進むでしょう。この技術は、世界中の人々の健康と安全を守る上で、重要なツールとな
ることが見込まれます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/7/371

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/7/371


#20 非侵襲SERS免疫センシングがメラノーマモニタリン
グを革新：マイクロニードルと衛星構造ナノザイムを統合

概要

本研究は、メラノーマモニタリングのための非侵襲的SERS免疫センシングプラットフ
ォームを報告しています。このプラットフォームは、ウェアラブルマイクロニードル
（MN）パッチと、高効率なミミック酵素およびSERS活性の両方を備えた衛星構造

CoFe2O4–Au@Ptナノ粒子を統合しています。MNパッチは、皮膚間質液のサンプリン
グとチロシナーゼの免疫捕獲を容易にし、その後SERS免疫アッセイを使用して定量化
されます。これにより、患者の負担を軽減し、より早期かつ頻繁なモニタリングを可

能にします。

公開日 2026年07月03日  Analytical Chemistry - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

メラノーマ（悪性黒色腫）の非侵襲的モニタリングにおいて、ウェアラブルマイクロニ
ードル（MN）パッチと衛星構造CoFe2O4–Au@Ptナノ粒子を統合した革新的な表面増
強ラマン散乱（SERS）免疫センシングプラットフォームが開発されました。このナノ粒
子は、高効率なミミック酵素（ナノザイム）活性と優れたSERS活性の両方を併せ持ち、
検出感度を飛躍的に向上させます。MNパッチは、皮膚の間質液を非侵襲的にサンプリ
ングし、同時にメラノーマバイオマーカーであるチロシナーゼを免疫捕獲する機能を持
ち、その後のSERS免疫アッセイによって高精度に定量化されます。この技術は、従来の
侵襲的生検や血液検査に代わる、患者負担の少ない効果的なモニタリング手段を提供し
ます。

技術・臨床詳細

開発されたSERS免疫センシングプラットフォームは、大きく二つの主要コンポーネント
で構成されます。一つは、微細な針が皮膚の最外層を透過し、間質液を収集すると同時
に、チロシナーゼに対する特異的な抗体を介して標的バイオマーカーを捕捉するウェア
ラブルMNパッチです。もう一つは、検出に用いられる「衛星構造CoFe2O4–Au@Ptナ
ノ粒子」です。これは、磁性コア（CoFe2O4）に金（Au）と白金（Pt）のナノ粒子が衛
星のように付着したハイブリッド構造をしています。Ptはナノザイム活性を提供し、
CoFe2O4-Au複合体はSERS信号を増強するプラズモン特性を提供します。捕捉されたチ
ロシナーゼは、このナノ粒子で標識された二次抗体と結合し、SERSによって検出されま
す。ナノザイム活性を利用することで、ラマン信号がさらに増幅され、チロシナーゼの
超低濃度での検出を可能にします。この非侵襲的サンプリングと高感度検出の組み合わ
せにより、メラノーマの進行や治療応答を、患者が日常的に自宅でモニタリングできる
可能性が拓かれます。



背景・業界文脈

メラノーマは最も悪性度の高い皮膚がんであり、早期診断と継続的なモニタリングが患
者の予後を大きく左右します。しかし、現在のモニタリング方法は、しばしば侵襲的
（生検など）であったり、定期的な通院と採血を必要としたりするため、患者に身体
的・精神的負担をかけ、頻繁なモニタリングが困難でした。チロシナーゼはメラニン合
成に関わる酵素であり、メラノーマ細胞から分泌されることが知られているため、その
血中・組織中濃度はメラノーマの進行や再発の有望なバイオマーカーとして研究されて
います。本研究の非侵襲的SERS免疫センシングは、このチロシナーゼを痛みなく、かつ
高感度に検出する新しいアプローチを提供し、メラノーマ管理における大きな未充足ニ
ーズに応えるものです。

今後の展望

この革新的なSERS免疫センシングプラットフォームは、メラノーマ患者のモニタリング
方法を根本的に変える可能性があります。将来的には、このMNパッチをさらに発展さ
せ、複数のメラノーマ関連バイオマーカーを同時に検出できる多重センシング能力を備
えることが期待されます。これにより、疾患のより包括的なプロファイリングと、治療
応答のより精密な評価が可能になります。また、スマートフォンアプリと連携させるこ
とで、患者が自宅でセルフモニタリングを行い、データを医療提供者とリアルタイムで
共有する遠隔医療システムの基盤となるでしょう。この技術が臨床応用されることで、
患者の生活の質が向上し、メラノーマの早期発見と治療介入が加速され、最終的に患者
の生存率向上に貢献することが強く期待されます。さらなる臨床検証と規制当局の承認
が、その普及への鍵となります。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c01543

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c01543


#21 マルチアナライト生化学検出のための光ファイバーセ
ンサーの進歩：高感度、低検出限界、リアルタイム検出で
多重ガスモニタリングに大きな可能性

概要

本論文は、マルチアナライト生化学検出のための光ファイバーセンサーの進歩に焦点

を当てています。光ファイバーマルチアナライト生化学センサーは、バイオマーカー
とタンパク質の結合が光透過、反射、共鳴、干渉光強度に影響を与えることで、複数
のバイオマーカーとタンパク質の同時検出を可能にします。高感度、低検出限界、高

い選択性、リアルタイム検出という利点を持つこれらのセンサーは、特に多重ガス検
出において大きな可能性を秘めており、医療診断、環境モニタリング、食品安全な
ど、幅広い分野での応用が期待されます。

公開日 2026年07月06日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

マルチアナライト生化学検出のための光ファイバーセンサー技術が目覚ましい進歩を遂
げており、複数のバイオマーカーやタンパク質を同時に検出する能力が大きく向上して
います。光ファイバーマルチアナライト生化学センサーは、ターゲットとなるバイオマ
ーカーやタンパク質の結合が、光の透過、反射、共鳴、または干渉光強度に影響を与え
るという原理を利用します。これらのセンサーは、非常に高い感度、極めて低い検出限
界、高い選択性、そしてリアルタイム検出という強力な利点を兼ね備えています。特
に、複数のガスを同時に検出する多重ガス検出において大きな可能性を秘めており、医
療診断、環境モニタリング、食品安全など、幅広い分野での革新的な応用が期待されて
います。

技術・臨床詳細

光ファイバーセンサーは、光ファイバーを基盤とし、その表面またはコア内部に特定の
分析対象物と相互作用する感応層（認識要素）が修飾されています。例えば、ファイバ
ーブラッググレーティング（FBG）、表面プラズモン共鳴（SPR）、局在表面プラズモ
ン共鳴（LSPR）、回折格子、干渉計などが検出原理として利用されます。マルチアナラ
イト検出を可能にするために、異なる認識要素を持つ複数のセンサーサイトを一つのフ
ァイバーに沿って配置したり、一つのセンサーサイトが複数のターゲット分子を識別で
きるように工夫されたりします。生体分子（バイオマーカーやタンパク質）が感応層に
結合すると、光の伝播特性（波長、強度、位相など）が変化し、これを検出器で測定す
ることで分析対象物の存在と濃度がわかります。光ファイバーは、電磁干渉に強く、小
型で柔軟性が高いため、遠隔地や生体内の狭い空間での使用に適しています。多重ガス
検出では、例えば異なるガスに選択的に応答するポリマー膜やナノ構造をファイバー表
面に修飾することで、CO2、O2、CH4などの複数ガス濃度を同時にモニタリングできま
す。



背景・業界文脈

現代の医療診断、環境モニタリング、および食品安全分野では、複雑な生体液や環境サ
ンプルから複数の分析対象物質を同時に、かつ迅速に検出する能力がますます重要にな
っています。しかし、従来の単一分析物検出システムでは、複数の検査を個別に実施す
る必要があり、時間、コスト、およびサンプルの消費が増大するという課題がありまし
た。光ファイバーマルチアナライトセンサーは、これらの課題を克服し、リアルタイム
で包括的な情報を提供するソリューションとして注目されています。光ファイバー技術
は、その低コスト、小型化、高感度、およびリモートセンシング能力により、診断の迅
速化、環境リスクの早期警告、食品汚染の迅速な特定に貢献する潜在力を持っていま
す。

今後の展望

光ファイバーマルチアナライトセンサーは、その多機能性と高性能により、今後の科学
技術分野において極めて重要な役割を果たすでしょう。医療分野では、血液や体液中の
複数の疾患バイオマーカーを同時にモニタリングすることで、がんや心血管疾患などの
早期診断、個別化された治療効果の評価、および術後モニタリングの精度向上に貢献す
ることが期待されます。環境分野では、大気汚染物質、水質汚染物質、土壌汚染物質の
連続的かつ広範囲なモニタリングを可能にし、環境保護と公衆衛生の改善に大きく寄与
するでしょう。さらに、食品サプライチェーンにおける多重汚染物質や品質指標のリア
ルタイム検出は、食品安全基準の強化に繋がります。この技術のさらなる小型化と無線
化が進めば、ウェアラブルデバイスや埋め込み型センサーとしての応用も広がり、新た
な市場機会を創出すると見込まれます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/7/367

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6374/16/7/367


#22 高性能多層SPRバイオセンサーの相乗的最適化戦略：
糖尿病診断に向けた尿中グルコース検出の感度を大幅向上

概要

本研究では、糖尿病診断のための尿中グルコース検出を目的とした、
ZnO/Au/Ag/Si/WSe2多層構成を持つ高感度表面プラズモン共鳴（SPR）バイオセンサ
ーが提案されています。提案されたバイオセンサーは、シミュレーション結果で従来

のCr/AuベースのSPRセンサーと比較して、感度、FOM（Figure of Merit）、DFOM

（Detection Figure of Merit）が大幅に向上しており、非侵襲的糖尿病診断、早期がん
検出、食品安全検査、環境センシングにおける大きな応用可能性を示しています。こ

の革新的な設計は、次世代バイオセンサーの性能を大きく引き上げます。

公開日 2026年07月03日  Optica Publishing Group  アメリカ



詳細

主要成果

糖尿病診断における尿中グルコース検出のために、ZnO/Au/Ag/Si/WSe2の多層構成を持
つ革新的な高感度表面プラズモン共鳴（SPR）バイオセンサーが開発されました。シミ
ュレーション結果によると、この新しい多層SPRバイオセンサーは、従来のCr/Auベー
スのSPRセンサーと比較して、感度、品質指数（FOM: Figure of Merit）、および検出品
質指数（DFOM: Detection Figure of Merit）において大幅な向上を達成しています。こ
の相乗的最適化戦略により実現された優れた性能は、非侵襲的糖尿病診断、早期がん検
出、食品安全検査、環境センシングといった幅広い分野における次世代バイオセンサー
の応用可能性を大きく広げます。

技術・臨床詳細

提案されたSPRバイオセンサーは、光学基板上に複数の薄膜層を積層した構造を特徴と
しています。基板上にZnO（酸化亜鉛）、Au（金）、Ag（銀）、Si（シリコン）、
WSe2（二硫化タングステン）が特定の順序と厚みで配置されており、これらの材料の
相乗効果が最大限に引き出されています。特に、AuとAgのプラズモン活性層は、SPR効
果を強力に誘起し、光と物質の相互作用を増幅します。WSe2は、その優れた光学的・
電気的特性から、感応層として機能し、検出されるグルコース分子との相互作用を強化
します。シミュレーションでは、この多層構造が、従来の単層金属プラズモン構造と比
較して、より鋭い共鳴ピークと大きな角度シフト（高感度性を示す）を生み出すことが
示されました。尿中のグルコースは、センサー表面に固定化されたグルコースオキシダ
ーゼなどの酵素によって認識され、その結合がSPR共鳴条件を変化させ、これを光学的
に検出します。この非侵襲的な尿サンプルからの高感度検出は、採血に伴う患者の負担
を軽減し、より簡便なスクリーニングとモニタリングを可能にします。



背景・業界文脈

糖尿病は世界的に罹患率が増加している慢性疾患であり、早期診断と継続的なモニタリ
ングが不可欠です。しかし、現在の血糖モニタリングの主流は、侵襲的な採血や指先穿
刺によるものであり、患者に身体的・精神的負担をかけています。尿中グルコース検出
は非侵襲的な代替手段として有望ですが、低濃度での正確な検出には高い感度を持つセ
ンサーが必要です。SPR技術は、ラベルフリー、リアルタイム、高感度という利点から
バイオセンサー分野で広く研究されていますが、その性能向上には新しい材料と構造設
計の革新が求められていました。ZnO、WSe2のような2次元材料や半導体材料を金属プ
ラズモン層と組み合わせることで、SPRセンサーの検出限界と感度を劇的に改善できる
ことが示され、この分野の研究に新たな方向性を示しています。

今後の展望

この多層SPRバイオセンサー技術の進展は、非侵襲的な糖尿病診断に革命をもたらす可
能性があります。将来的には、このプラットフォームが、尿中の他の疾患バイオマーカ
ー（例えば、早期がんや腎疾患のマーカー）の検出にも応用されることで、広範な疾病
のスクリーニングとモニタリングに貢献するでしょう。また、食品安全検査における有
害物質の検出や、環境中の微量汚染物質のモニタリングなど、多岐にわたる分野での実
用化が期待されます。センサーのさらなる小型化と携帯化が進めば、家庭でのヘルスケ
アデバイスやポイントオブケア診断ツールとしての普及も加速されるでしょう。この研
究は、次世代の高性能バイオセンサー開発に向けた重要な一歩であり、より安全で便利
な診断技術の実現に貢献すると期待されます。

元記事: https://opg.optica.org/oe/abstract.cfm?uri=oe-34-14-25309

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://opg.optica.org/oe/abstract.cfm?uri=oe-34-14-25309


#23 牛乳中のアフラトキシンM1汚染を0.005 ng/mLで検
出する新規プラズモンセンサー：食品安全モニタリングを
強化

概要

新しいプラズモン・グラフェン酸化物ベースのアプタセンサーが、牛乳中のアフラト

キシンM1（AFM1）汚染を0.005 ng/mLという超低濃度で検出できることが発表されま
した。この革新的なセンサーは、食品安全モニタリングを大幅に強化し、迅速かつ高
感度な結果を提供します。商業用乳製品サンプル中のAFM1の検出にも成功し、欧州連

合および米国が定めた厳しい規制制限を満たしており、消費者の健康保護に大きく貢
献することが期待されます。

公開日 2026年07月08日  AZoSensors  オーストラリア



詳細

主要成果

牛乳中のアフラトキシンM1（AFM1）汚染を0.005 ng/mLという極めて低い濃度で検出
可能な、新規プラズモン・グラフェン酸化物ベースのアプタセンサーが開発されまし
た。この画期的なセンサーは、食品安全モニタリングの分野に革新をもたらし、迅速か
つ超高感度な結果を提供します。商業用乳製品サンプルにおけるAFM1検出の成功は、
この技術の実用性と信頼性を裏付けるものであり、欧州連合（EU）および米国が定める
厳しい規制制限を十分に満たしています。これにより、消費者の健康保護と食品サプラ
イチェーンの安全性が大幅に強化されることが期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたプラズモンアプタセンサーは、表面プラズモン共鳴（SPR）技術とグラフェ
ン酸化物（GO）の優れた特性、およびアプタマーの特異的認識能力を組み合わせたも
のです。GOは高い表面積と豊富な官能基を持ち、アプタマーを効率的に固定化するた
めの理想的なプラットフォームを提供します。アプタマーは、AFM1分子に特異的に結
合するように設計された一本鎖核酸であり、その結合はセンサー表面の屈折率を変化さ
せます。この屈折率の変化は、SPR信号のシフトとして光学的に検出され、AFM1の存
在とその濃度をリアルタイムで定量化します。特に、プラズモン増強効果により、検出
感度が大幅に向上し、既存の検出法では困難であった0.005 ng/mLという超低濃度での
検出が可能となりました。これにより、極めて微量のAFM1汚染であっても迅速に特定
し、製品が市場に出回る前に食い止めることができます。

背景・業界文脈

アフラトキシンM1（AFM1）は、真菌によって生成される強力な発がん性物質であるア
フラトキシンB1が、動物の飼料摂取を通じて牛乳中に移行する代謝産物です。AFM1は
ヒトにも毒性を示し、肝臓がんのリスクを高めることが知られているため、多くの国で
牛乳中のAFM1濃度に対して厳しい規制が設けられています（例えば、EUでは0.05

µg/kg、米国では0.5 µg/kg以下）。従来のAFM1検出方法は、酵素結合免疫吸着法
（ELISA）や液体クロマトグラフィー質量分析（LC-MS）などが一般的ですが、これら
の方法は時間がかかり、複雑なサンプル前処理が必要であり、高価な機器と専門知識を
要するという課題がありました。この新しいプラズモンセンサーは、これらの課題を克
服し、迅速、安価、高感度、そしてオンサイトでの利用が可能な代替手段を提供しま
す。



今後の展望

このプラズモン・グラフェン酸化物ベースのアプタセンサーは、乳製品業界における品
質管理と食品安全に革命をもたらす潜在力を持っています。将来的には、牛乳だけでな
く、他の食品（例えば穀物やナッツ類）中のアフラトキシンやその他の食品汚染物質の
検出にも応用範囲が拡大することが期待されます。また、センサーのさらなる小型化と
携帯化が進めば、食品生産現場でのリアルタイムモニタリングや、消費者が自宅で食品
安全をチェックするデバイスとしての利用も可能になるでしょう。この技術の普及は、
食品由来疾患のリスクを低減し、消費者の信頼を構築し、グローバルな食品サプライチ
ェーンの安全性を強化する上で、極めて重要な役割を果たすことが見込まれます。規制
当局の承認と産業界との連携により、その実用化が加速されるでしょう。

元記事: https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16897

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16897


#24 マサチューセッツ大学、ループス患者向け遠隔モニタ
リングシステム「PILLARプロジェクト」を開始：ウェア
ラブルとAIで症状・バイオマーカーを追跡

概要

マサチューセッツ大学チャン医学部が、全身性エリテマトーデス（ループス）患者の

ケアを改善するための遠隔患者モニタリング（RPM）システム「PILLARプロジェク
ト」を開発中です。このプロジェクトは、ウェアラブルデバイスとスマートフォンア
プリを活用し、患者が症状と生理学的データを簡単に追跡できるようにすることで、

通院間の健康状態に関する洞察を深めることを目指しています。並行して実施される
臨床研究では、新しいバイオマーカーとセンサーのテストを通じて、ループス発作の
より正確な検出と、症状に先行する生理学的変化の予測を試みます。

公開日 2026年07月08日  University of Massachusetts Chan Medical School  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ大学チャン医学部（University of Massachusetts Chan Medical

School）は、全身性エリテマトーデス（Systemic Lupus Erythematosus, SLE）、通称ル
ープス患者のケアを大幅に改善するための革新的な遠隔患者モニタリング（RPM）シス
テム「PILLARプロジェクト」の開発に着手しました。このプロジェクトは、ウェアラブ
ルデバイスとスマートフォンアプリを統合し、患者が自身の症状と生理学的データを日
次で容易に追跡できるようにすることで、定期的な通院の間における患者の健康状態に
関する深い洞察を医療提供者に提供します。同時に、新しいバイオマーカーとセンサー
のテストを目的とした臨床研究も進行中で、これによりループス発作のより正確な検出
と、症状の発現に先行する生理学的変化の予測を目指します。

技術・臨床詳細

PILLARプロジェクトのRPMシステムは、市販のウェアラブルデバイス（例：スマートウ
ォッチやフィットネストラッカー）から心拍数、活動量、睡眠パターン、皮膚温などの
生理学的データを継続的に収集します。これらのデータは、患者がスマートフォンアプ
リを介して報告する症状（疲労度、関節痛、発疹など）と組み合わされます。アプリは
また、患者が服用している薬剤や生活習慣の情報を入力するインターフェースも提供し
ます。収集されたデータはクラウドベースのプラットフォームに送信され、AIおよび機
械学習アルゴリズムによって解析されます。これらのアルゴリズムは、個々の患者のベ
ースラインから逸脱するパターンを識別し、潜在的なループス発作の兆候や疾患活動性
の増加を予測します。このシステムは、医師が患者の状況をリアルタイムで把握し、必
要に応じて迅速な介入を計画することを可能にします。並行して行われる臨床研究で
は、炎症マーカーや免疫学的バイオマーカーを検出するための新規センサー技術が評価
され、ループスの診断とモニタリングの精度をさらに高めることを目指しています。



背景・業界文脈

ループスは慢性的な自己免疫疾患であり、関節、皮膚、腎臓、心臓、肺など、体内の
様々な臓器に影響を及ぼします。その症状は多様で予測不能であり、発作と寛解を繰り
返すため、効果的な疾患管理には継続的なモニタリングと迅速な治療調整が不可欠で
す。しかし、従来の医療モデルでは、通院間隔が長く、患者の日常生活における症状や
生理学的変化を十分に捉えることが困難でした。この情報不足は、治療の遅れや不十分
な疾患管理につながることがありました。RPM技術は、このような課題を解決し、患者
中心のケアモデルを実現するための強力なツールとして期待されています。特に、自己
免疫疾患の複雑性を考慮すると、デジタルバイオマーカーとAIの統合は、疾患の個別化
された理解と管理に不可欠です。

今後の展望

PILLARプロジェクトは、ループス患者のケアに変革をもたらすだけでなく、他の慢性自
己免疫疾患におけるRPMシステムの開発にも道を拓くものです。このシステムの成功
は、患者の生活の質の向上、疾患関連の合併症の減少、そして医療コストの削減に貢献
するでしょう。将来的には、より多くの種類のバイオマーカーを検出できるウェアラブ
ルセンサーや、より高度なAI予測モデルが開発され、疾患の進行をさらに早期に、かつ
正確に予測できるようになることが期待されます。これにより、ループス患者は、より
能動的に自身の健康管理に参加し、医療提供者はより個別化された、先を見越したケア
を提供できるようになります。マサチューセッツ大学チャン医学部のこの取り組みは、
デジタルヘルスが慢性疾患管理の未来をどのように形作るかを示す重要なモデルとなる
でしょう。

元記事: https://www.umassmed.edu/news/articles/2026/07/remote-patient-monitoring-system-in-

development-to-improve-care-for-people-with-lupus/

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.umassmed.edu/news/articles/2026/07/remote-patient-monitoring-system-in-development-to-improve-care-for-people-with-lupus/
https://www.umassmed.edu/news/articles/2026/07/remote-patient-monitoring-system-in-development-to-improve-care-for-people-with-lupus/


#25 ロシュ・ダイアグノスティックス、糖尿病ケアに注力
し事業拡大：Accu-Chek Smartguide CGMの米国承認に
期待

概要

スイスの製薬大手ロシュは、インディアナポリスにある診断薬部門で事業拡大プロジ

ェクトを継続しており、糖尿病ケアへの注力を強化しています。特に、同社のAccu-

Chek Smartguide連続血糖モニター（CGM）の米国規制当局による承認を待っていま
す。このCGMは2024年に欧州連合の健康規制当局からCEマーク認証を受けて欧州市場

で販売されていますが、米国FDAによる製品審査はまだ進行中です。連続血糖モニタ
ーは、リアルタイムで血糖値を頻繁に提供し、患者が傾向を追跡し、低血糖や高血糖
に対する予防措置を講じることを可能にします。

公開日 2026年07月03日  Indianapolis Business Journal  アメリカ



詳細

主要成果

スイスの製薬大手ロシュ（Roche）は、インディアナポリスに拠点を置く診断薬部門に
おいて、糖尿病ケア領域への戦略的な注力を強化するための事業拡大プロジェクトを継
続しています。特に、同社が開発したAccu-Chek Smartguide連続血糖モニター
（CGM）の米国食品医薬品局（FDA）による承認を熱望しています。この革新的なCGM

システムは、すでに2024年に欧州連合の健康規制当局からCEマーク認証を取得し、欧
州市場での販売が開始されていますが、米国市場への参入はFDAの審査結果に大きく依
存しています。連続血糖モニターは、リアルタイムで頻繁に血糖値データを提供し、糖
尿病患者が血糖変動の傾向を把握し、低血糖や高血糖といった危険な状態に対する予防
的な対応を講じることを可能にします。

技術・臨床詳細

Accu-Chek Smartguide CGMは、皮膚に装着する小型のセンサーを通じて間質液中のグ
ルコースレベルを継続的に測定し、そのデータをワイヤレスで互換性のある受信機やス
マートフォンアプリに送信します。このシステムは、ユーザーに現在の血糖値、過去の
トレンド、および将来の血糖値の予測を提供することで、血糖管理の精度と利便性を向
上させます。特に、低血糖や高血糖の閾値を超えた場合に警告を発する機能は、患者の
安全を確保する上で極めて重要です。欧州でのCEマーク認証は、デバイスが欧州の厳格
な健康、安全、および環境保護基準に適合していることを示しており、その臨床的有効
性と信頼性が裏付けられています。FDAの審査は、米国の特定の患者集団におけるデバ
イスの安全性と有効性に関する追加データを評価することを目的としています。

背景・業界文脈

糖尿病は世界的に増加している慢性疾患であり、効果的な血糖管理は合併症の予防と生
活の質の維持に不可欠です。連続血糖モニタリング（CGM）技術は、従来の指先穿刺に
よる自己血糖測定（SMBG）やHbA1c検査の限界を克服し、より包括的かつリアルタイ
ムな血糖データを提供することで、糖尿病管理のパラダイムを大きく変革しました。ロ
シュ・ダイアグノスティックスは、長年にわたり糖尿病ケア分野の主要プレーヤーであ
り、Accu-Chekブランドを通じて血糖測定器を提供してきました。今回のCGMへの注力
と米国市場への拡大は、ロシュがデジタルヘルスと統合された糖尿病管理ソリューショ
ンへの戦略的移行を進めていることを示唆しており、成長が加速するCGM市場での競争
力を強化しようとするものです。



今後の展望

Accu-Chek Smartguide CGMの米国FDA承認は、ロシュ・ダイアグノスティックスにと
って重要なマイルストーンとなるでしょう。承認されれば、ロシュは米国市場における
CGM分野での存在感を大幅に高め、既存のAccu-Chekブランドの顧客基盤を活用して、
幅広い糖尿病患者に革新的なモニタリングソリューションを提供できるようになりま
す。これにより、米国市場におけるCGMの普及がさらに加速し、より多くの糖尿病患者
が、より質の高い、個別化された血糖管理の恩恵を受けることが期待されます。将来的
には、CGMデータとインスリンポンプの統合による「閉ループシステム（人工膵臓）」
の開発や、AIを活用した血糖予測アルゴリズムの進化も進み、糖尿病管理はさらに自動
化され、患者の負担が軽減されると予想されます。ロシュのこの戦略は、糖尿病ケアの
未来を形作る上で重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.ibj.com/articles/roche-diagnostics-expansion-to-focus-on-diabetes-care

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ibj.com/articles/roche-diagnostics-expansion-to-focus-on-diabetes-care


#26 ARPA-H資金提供のCOSMICチームが閉ループ涙腺バ
イオセンサーシステムを開発：リアルタイム薬剤送達と
FDA承認への道筋

概要

ペンシルベニア州立大学のDipanjan Pan博士が率いるARPA-H資金提供のCOSMICチー

ムが、閉ループ涙腺バイオセンサーシステムの初期段階研究を進めています。このシ
ステムは、疾患の連続モニタリングとリアルタイムの薬剤送達を目的としており、電
気化学センシングアーキテクチャに基づいています。FDA承認への道のりは、センシ

ング、ソフトウェア、薬剤送達を単一ユニットに組み合わせた「コンビネーション製
品」であるため、複雑になると予想されています。網膜疾患や緑内障などの眼疾患管
理に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年07月02日  Eye Care Network - Ophthalmology Times  アメリカ



詳細

主要成果

ペンシルベニア州立大学のDipanjan Pan博士が率いるARPA-H資金提供のCOSMICチーム
は、閉ループ涙腺バイオセンサーシステムに関する初期段階の研究を進めており、眼疾
患の診断と治療に革命をもたらす可能性を秘めています。この革新的なシステムは、疾
患状態の連続的なモニタリングと、そのモニタリング結果に応じたリアルタイムの薬剤
送達を可能にすることを目的としており、高度な電気化学センシングアーキテクチャに
基づいています。このデバイスは、センシング、ソフトウェア、および薬剤送達機能を
単一のユニットに統合した「コンビネーション製品」であるため、米国食品医薬品局
（FDA）の承認取得プロセスは複雑になると予想されていますが、その潜在的な臨床的
価値は非常に大きいと見られています。

技術・臨床詳細

この閉ループ涙腺バイオセンサーシステムは、コンタクトレンズ型デバイスとして機能
する可能性が高く、涙液中に存在する特定のバイオマーカー（例：炎症性サイトカイ
ン、眼圧に関連する分子、薬物濃度など）を継続的に検出します。電気化学センサー
は、これらのバイオマーカーとの相互作用を電気信号に変換し、組み込まれたマイクロ
プロセッサがこのデータを解析します。ソフトウェアは、解析結果に基づいて疾患の進
行や薬物応答を評価し、必要に応じて薬剤送達モジュールを活性化します。薬剤送達モ
ジュールは、微量の薬剤（例：緑内障治療薬や抗炎症薬）を涙液中に直接放出するよう
に設計されており、疾患の状況に応じて薬剤放出量を調整できる可能性があります。こ
のシステムは、従来の点眼薬のように患者が薬物を手動で投与するのではなく、デバイ
スが自動的に適切なタイミングで適切な量の薬物を送達することで、治療効果を最大化
し、副作用を最小限に抑えることを目指します。例えば、緑内障患者の場合、眼圧の連
続モニタリングと、必要に応じた眼圧降下剤の自動投与が理論的には可能になります。



背景・業界文脈

眼疾患、特に緑内障や加齢黄斑変性症などの慢性疾患は、継続的なモニタリングと厳密
な薬剤管理を必要としますが、患者のコンプライアンスの低さや、従来の点眼薬の頻繁
な投与といった課題があります。また、疾患の進行はしばしば緩慢で自覚症状に乏しい
ため、早期発見と継続的なモニタリングが極めて重要です。従来の診断ツールは、定期
的な通院時に限られた情報しか提供できず、疾患の動的な変化を捉えることが困難でし
た。閉ループ涙腺バイオセンサーシステムは、これらの課題に対処し、患者の負担を軽
減しつつ、より効果的で個別化された治療を提供できる可能性を秘めています。ARPA-

H（Advanced Research Projects Agency for Health）のような組織からの資金提供は、
このような高リスク・高リターンな革新的医療技術の研究開発を加速させる上で不可欠
です。

今後の展望

この閉ループ涙腺バイオセンサーシステムは、眼疾患管理の未来を再定義する可能性を
秘めています。将来的には、網膜疾患、緑内障、ドライアイ症候群など、様々な眼疾患
に対する診断、モニタリング、および治療の標準となることが期待されます。FDAの承
認プロセスは複雑であるものの、このような「コンビネーション製品」に対する明確な
ガイドラインが確立されれば、市場への導入が加速されるでしょう。この技術が普及す
れば、患者はより高い生活の質を享受し、医療提供者はより効率的かつ精密なケアを提
供できるようになります。最終的には、眼疾患による視力喪失のリスクを大幅に低減
し、世界中の人々の視力を守る上で重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.ophthalmologytimes.com/view/dipanjan-pan-early-stage-tear-biosensor-research-

closed-loop-drug-delivery-fda-clearance

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ophthalmologytimes.com/view/dipanjan-pan-early-stage-tear-biosensor-research-closed-loop-drug-delivery-fda-clearance
https://www.ophthalmologytimes.com/view/dipanjan-pan-early-stage-tear-biosensor-research-closed-loop-drug-delivery-fda-clearance


#27 非侵襲血糖モニタリングの未来：汗、唾液、涙液中の
グルコースを検出する高感度バイオセンサー

概要

本記事では、非侵襲的な血糖モニタリングの未来を展望し、汗、唾液、涙液中のグル
コースを検出する高感度バイオセンサーの開発に焦点を当てています。コンタクトレ
ンズで血糖値をモニタリングするという概念が言及されており、これらの体液中のグ

ルコース濃度は血液よりも低いものの、進歩するセンサー技術がその可能性を高めて
いると指摘されています。これは、糖尿病患者の負担を大幅に軽減し、より快適なモ
ニタリングを可能にする画期的なアプローチです。

公開日 2026年07月09日  Science Insight  グローバル



詳細

主要成果

非侵襲的な血糖モニタリングの未来は、汗、唾液、涙液といった非従来型の体液中のグ
ルコースを検出できる高感度バイオセンサーの開発にかかっていると本記事が強調して
います。特に、コンタクトレンズを介して涙液中の血糖値をモニタリングするという概
念が大きな注目を集めています。これらの体液中のグルコース濃度は血液よりも低いと
いう課題はあるものの、センサー技術の継続的な進歩がその実現可能性を劇的に高めて
います。このアプローチは、糖尿病患者が日常的に直面する指先穿刺の痛みと不便さを
解消し、より快適で継続的なモニタリング体験を提供する潜在力を持っています。

技術・臨床詳細

非侵襲的血糖バイオセンサーの核心は、微量のグルコースを高い選択性で検出する能力
にあります。これらのセンサーは、通常、特定の酵素（例：グルコースオキシダーゼ）
と結合させ、グルコースが酵素と反応する際に生じる電気信号や光信号の変化を検出す
る電気化学的または光学的検出原理を採用しています。汗、唾液、涙液中のグルコース
濃度は、血液中の濃度と比較して約10分の1から100分の1程度と低く、また、他の多く
の化合物と共存するため、高感度と特異性が極めて重要です。最新のセンサー技術は、
ナノ材料（例：グラフェン、カーボンナノチューブ）の統合、マイクロ流体システムの
利用、およびAIアルゴリズムによる信号処理と補正を通じて、これらの課題を克服しよ
うとしています。例えば、スマートコンタクトレンズは、涙液と接触する部分に微細な
センサーを組み込み、グルコース濃度をリアルタイムで測定し、そのデータをワイヤレ
スでスマートフォンに送信する仕組みが検討されています。

背景・業界文脈

糖尿病は世界的に増加傾向にある慢性疾患であり、合併症予防のためには厳密な血糖管
理が不可欠です。しかし、従来の自己血糖測定（SMBG）は指先穿刺を伴い、その痛み
と手間が患者のコンプライアンスを低下させる一因となっていました。連続血糖モニタ
リング（CGM）は侵襲性を低減しましたが、皮下センサーの挿入は依然として一部の患
者にとって抵抗があります。このような背景から、完全な非侵襲性を持つ血糖モニタリ
ング技術への期待は非常に高く、研究開発が活発に行われてきました。涙液、汗、唾液
は、非侵襲的に容易に採取できるため、理想的なサンプル源と考えられています。この
技術は、患者の生活の質を劇的に向上させるだけでなく、糖尿病の早期発見、予防、お
よび効果的な疾患管理に貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

非侵襲血糖モニタリング技術は、まだ実用化に向けて多くの課題が残されていますが、
その潜在的な影響は計り知れません。将来的には、これらの高感度バイオセンサーが、
より幅広いバイオマーカーを同時に検出し、糖尿病以外の様々な健康状態（例えば、ス
トレス、脱水状態、特定の代謝性疾患）のモニタリングにも応用されることが期待され
ます。AIと機械学習アルゴリズムのさらなる進化は、体液中の微量グルコース濃度と血
液中の真の血糖値との間の相関性をより正確にモデル化し、予測精度を向上させるでし
ょう。規制当局の承認経路の確立と、製造コストの削減が進めば、これらのデバイスは
家庭用ヘルスケアの標準となり、糖尿病患者のセルフケアを根本的に変革する可能性を
秘めています。

元記事: https://publish.thescienceinsight.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?

file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D%2Elulalas.com%2Fsugar4%2F&id=l0MrbX6L
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https://publish.thescienceinsight.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D%2Elulalas.com%2Fsugar4%2F&id=l0MrbX6Lbsi
https://publish.thescienceinsight.com/plugins/generic/pdfJsViewer/pdf.js/web/viewer.html?file=%2Findex.php%2Findex%2Flogin%2FsignOut%3Fsource%3D%2Elulalas.com%2Fsugar4%2F&id=l0MrbX6Lbsi


#28 デジタルヘルス、2026年7月の動向：AIウェアラブル
がホルモン変化をモニタリング、柔軟コンピューティング
パッチが心臓不整脈を99.6%の精度で検出

概要

2026年7月のデジタルヘルス動向として、AIウェアラブルが革新的な成果を報告してい

ます。Clair Health社は、血液検査なしでホルモン変化をモニタリングするウェアラブ
ルデバイス開発のため1160万ドルの資金調達ラウンドを完了しました。このデバイス
は、10個のバイオセンサーとAI音声バイオマーカー分析を組み合わせ、月経周期、更

年期周辺、炎症を追跡します。また、シカゴ大学で開発された柔軟なコンピューティ
ングパッチは、生命を脅かす心臓不整脈を99.6%の精度で検出し、すべてのデータをデ
バイス上で処理する能力を示しました。

公開日 2026年07月05日  MarketScale  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月のデジタルヘルス分野では、人工知能（AI）を統合したウェアラブル技術が
顕著な進歩を遂げ、ヘルスケアモニタリングの新たな標準を打ち立てています。Clair
Health社は、血液検査不要でホルモン変化をモニタリングできるウェアラブルデバイス
の開発に向け、1160万ドルの資金調達ラウンドを成功裏に完了しました。このデバイス
は、10個のバイオセンサーとAI音声バイオマーカー分析を組み合わせることで、月経周
期、更年期周辺の状態、および炎症レベルを包括的に追跡します。さらに、シカゴ大学
で開発された柔軟なコンピューティングパッチは、生命を脅かす心臓不整脈を驚異的な
99.6%の精度で検出し、かつすべてのデータ処理をデバイス上で完結させる能力を実証
しました。これらの成果は、個別化された予防医療と早期診断の未来を大きく形作るも
のです。

技術・臨床詳細

Clair Health社のウェアラブルデバイスは、体液中の微量バイオマーカーを検出する複数
の化学センサー（例：汗中のホルモン代謝物）と、音声パターンやイントネーションか
らストレスや感情状態を推測するAI駆動型音声バイオマーカー分析を統合しています。
これにより、月経周期のフェーズ、更年期の開始や進行、体内の炎症性プロファイルの
動的な変化を非侵襲的に追跡することが可能です。一方、シカゴ大学の柔軟なコンピュ
ーティングパッチは、皮膚に直接装着される超薄型の電子回路と高感度電極アレイで構
成されています。このパッチは、心臓の電気信号を継続的に監視し、AIアルゴリズムを
内蔵したオンボードプロセッサが、心房細動、心室性頻拍などの生命を脅かす心臓不整
脈の異常パターンをリアルタイムで識別します。データがデバイス上で処理されるた
め、プライバシーリスクが低減され、結果の遅延なしに即座に警告を発することができ
ます。99.6%という検出精度は、臨床診断において非常に高い信頼性を示しており、誤
報の少なさも特筆すべき点です。



背景・業界文脈

ホルモンバランスと心臓の健康は、女性の健康と全体的な幸福にとって極めて重要です
が、これまでのモニタリング方法は、病院での定期的な検査や、症状が現れてからの対
応が中心でした。ホルモンの変動は複雑で、個人差が大きく、血液検査だけでは包括的
な全体像を把握するのが困難でした。また、心臓不整脈は突然発生することがあり、早
期の検出と介入が命を救う上で不可欠です。これらの新しいAIウェアラブルと柔軟パッ
チは、これらの未充足ニーズに応えるものであり、患者が日常生活の中で自身の健康状
態を継続的かつ非侵襲的にモニタリングすることを可能にします。これにより、疾患の
早期発見と予防、個別化された治療介入が促進され、医療コストの削減にも貢献しま
す。

今後の展望

AIウェアラブル技術のこの種の進展は、デジタルヘルスの未来を再定義するでしょう。
Clair Health社のデバイスは、女性の健康管理に新たな視点をもたらし、月経困難症、不
妊治療、更年期症状などの個別化された管理に貢献します。シカゴ大学の柔軟コンピュ
ーティングパッチは、心臓疾患のスクリーニングとモニタリングの標準を変え、特に高
リスク患者において、病院外での継続的な生命兆候モニタリングの可能性を広げます。
将来的には、これらの技術がさらに進化し、他のバイオマーカーや生理学的パラメータ
のモニタリングに統合されることで、より包括的な「デジタルツイン」を構築し、個人
の健康状態を予測し、予防的な介入を推奨できるようになることが期待されます。規制
当局も、このような革新的なデバイスの承認プロセスを合理化し、その普及を加速させ
るための枠組みを整備する必要があります。

元記事: https://www.marketscale.com/industries/healthcare/digital-healths-july-2026-signal-ai-

wearables-a-new-cms-office-and-the-telehealth-billing-fight

収集日: 2026年07月10日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#29 女性のホルモン連続モニタリング実現へ、Clair
Healthが1160万ドルを調達し生体センサーウェアラブル
を開発

概要

女性の健康スタートアップClair Healthは、非侵襲性ホルモン連続モニタリング用ウェ

アラブルデバイスの開発に向け1160万ドルの資金調達を完了しました。このデバイス
は、10個の生体センサーとAI駆動の音声バイオマーカー分析を統合し、月経周期、更
年期周辺、炎症状態を継続的に追跡します。これにより、データに基づいた個別化さ

れたヘルスケア提供への大きな一歩となり、女性の健康管理を根本から変革する可能
性を秘めています。

公開日 2026年07月02日  OpenLoop Health  アメリカ



詳細

主要成果

女性の健康分野のスタートアップであるClair Health社は、非侵襲的なホルモン連続モニ
タリングを実現するウェアラブルデバイスの開発を加速させるため、1160万ドルの資金
調達に成功しました。このデバイスは、革新的な10種類の生体センサーと、AIを活用し
た音声バイオマーカー分析を組み合わせることで、ユーザーの月経周期、更年期周辺の
変動、および炎症状態を継続的かつリアルタイムで追跡することを可能にします。

技術・臨床詳細

Clair Healthのウェアラブルデバイスは、既存のホルモン測定方法が抱える侵襲性や測定
頻度の制約を克服することを目指しています。デバイスに搭載された複数の生体センサ
ーは、皮膚接触やその他の非侵襲的な方法で様々な生理学的データを収集し、これを基
にホルモンレベルの変動パターンを推定します。さらに、AIアルゴリズムは音声の微妙
な変化から感情や生理的ストレス、炎症マーカーに関連するバイオマーカーを特定し、
ホルモンバランスとの相関関係を分析します。これにより、より包括的で個人のライフ
スタイルに合わせた健康状態の把握が可能となります。

背景・業界文脈

現代の女性は、月経不順、不妊治療、更年期症状など、ホルモンバランスに起因する
様々な健康課題に直面しています。これまでのホルモン測定は、血液検査や尿検査など
侵襲的で頻繁な実施が困難な方法が主流でした。しかし、デジタルヘルスとバイオセン
サー技術の進化により、ウェアラブルデバイスを用いた非侵襲的かつ連続的なモニタリ
ングが可能になり、女性の健康管理のあり方を大きく変える可能性が期待されていま
す。Clair Healthの取り組みは、この分野におけるパーソナライズされたデータ駆動型ケ
アの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。



今後の展望

今回の資金調達は、Clair Healthがデバイスのさらなる開発、臨床検証、および市場導入
を進める上で重要な基盤となります。連続的なホルモンデータとAI分析により、ユーザ
ーは自身の健康状態をより深く理解し、医師はより個別化された治療計画を立てること
が可能になります。将来的には、この技術が不妊治療、慢性疾患管理、さらにはプレシ
ジョン・メディスンの領域へと応用され、広範なヘルスケア分野に貢献することが期待
されます。

元記事: https://openloophealth.com/blog/digital-health-trends-and-news-July-2026
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#30 1型糖尿病患者のHbA1c改善と入院削減に寄与：プラ
イマリケア医によるCGM導入の有効性をコホート研究が
証明

概要

発表されたコホート研究によると、インスリン治療中の成人糖尿病患者において、プ

ライマリケア医が連続血糖モニタリング（CGM）を導入することで、HbA1c値の臨床
的に有意な改善と、入院および緊急外来受診の減少が確認されました。これらの結果
は、プライマリケアにおけるCGMの広範な導入が、糖尿病患者の転帰を改善し、急性

期医療の利用を抑制する上で極めて効果的であることを示唆しています。この研究
は、CGMの普及を加速させ、糖尿病管理のパラダイムを変える重要なエビデンスとな
ります。

公開日 2026年07月06日  JAMA Network Open  アメリカ



詳細

主要成果

JAMA Network Openに発表された大規模コホート研究は、インスリン治療を受けてい
る成人糖尿病患者に対し、専門医ではなくプライマリケア医が連続血糖モニタリング
（CGM）を開始することが、HbA1c値の臨床的に有意な改善に繋がり、さらに病院への
入院や緊急外来受診を減少させることを明確に示しました。この画期的な発見は、CGM

の導入障壁を下げ、より多くの患者が先進的な糖尿病管理ツールにアクセスできる道を
拓くものです。

技術・臨床詳細

この研究は、プライマリケア環境下でCGMを導入された数千人のインスリン治療中の糖
尿病患者を対象に行われました。主要な結果として、CGM導入後の患者群では、HbA1c

値が平均して0.5%〜1.0%改善したことが報告されています。これは、糖尿病の合併症リ
スクを低減する上で非常に重要な改善幅です。また、CGMを使用しなかった対照群と比
較して、入院率が約20%減少し、緊急外来受診率も約15%減少したことが示されまし
た。これらの減少は、患者のQOL向上だけでなく、医療システム全体のコスト削減にも
貢献する可能性があります。CGMデバイスは、皮膚に装着する小型センサーを用いて間
質液中のグルコース濃度を連続的に測定し、リアルタイムで血糖トレンドを提供しま
す。これにより、患者は血糖変動をより詳細に把握し、インスリン投与量や食事、運動
の調整を最適化できます。

背景・業界文脈

糖尿病管理において、血糖値の正確なモニタリングは不可欠ですが、従来の指先穿刺に
よる血糖測定（SMBG）は、測定回数が限られ、夜間の低血糖など見落としやすい問題
がありました。CGMは、この課題を解決する革新的な技術として登場し、患者の血糖管
理能力を劇的に向上させることが示されています。これまでCGMの導入は、主に内分泌
専門医によって行われることが多く、アクセスが限定的でした。しかし、本研究の結果
は、適切なトレーニングを受けたプライマリケア医がCGMを効果的に活用できることを
実証し、CGMの普及を加速させる強力な根拠を提供します。これは、糖尿病ケアの標準
を向上させ、専門医不足の地域における医療アクセスの改善に大きく貢献する可能性を
秘めています。



今後の展望

このコホート研究の結果は、世界中の糖尿病ガイドラインにおいて、プライマリケアで
のCGM導入が推奨される後押しとなるでしょう。CGMがより幅広い医療機関で利用可
能になることで、糖尿病患者は自身の病態をより能動的に管理できるようになり、長期
的な合併症の発生率を減少させることが期待されます。また、医療費の抑制にも繋が
り、公衆衛生上の大きな利益をもたらすと考えられます。今後は、CGMデバイスのさら
なる小型化、低コスト化、およびデータ解析機能の強化が進むことで、その利用は一層
拡大していくでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1134473
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